
社会的責任と教育を融合させて「環境保全」に取り組む
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学園史料を読む。

（上）1951年に掲示された成蹊大学学生募集ポスター
（右）1952年、第1回卒業生に授与された卒業証書

現
在
の
成
蹊
大
学
は
、四
学
部
十
学
科
な
ら
び
に

四
研
究
科
の
大
学
院
お
よ
び
法
科
大
学
院
か
ら
な

る
総
合
大
学
で
す
が
、一
九
四
九
年
四
月
の
設
立
時

に
は
、政
治
経
済
学
部
一
学
部（
後
述
の
医
歯
学
進

学
課
程
を
含
む
）で
出
発
し
ま
し
た
。

戦
後
の
日
本
で
は
、国
家
の
民
主
化
を
め
ざ
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
改
革
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、教
育
改

革
も
そ
の
重
要
な
一
環
を
な
し
て
い
ま
す
。戦
前
は
エ

リ
ー
ト
養
成
、大
衆
教
化
、女
子
教
育
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
に
応
じ
て
設
け
ら
れ
て
い
た
複
数
の
学
校

体
系
が
、小
学
校
、中
学
校
、高
等
学
校
、大
学
の
六・

三・三・四
制
に
一
元
化
さ
れ
た
の
も
、一
九
四
七
年
三

月
公
布
の「
教
育
基
本
法
」が
規
定
し
た
教
育
の
機

会
均
等
と
い
う
原
則
に
基
づ
く
も
の
で
す
。こ
う
し

て
、成
蹊
学
園
は
六・三・三・四
制
に
従
っ
て
改
組
さ

れ
、一
九
四
七
年
四
月
に
新
制
中
学
校
が
、翌
一
九
四

八
年
四
月
に
新
制
高
等
学
校
が
開
設
さ
れ
ま
し

た
。そ
し
て
新
制
の
成
蹊
大
学
創
設
を
も
って
、小
学

校
か
ら
大
学
に
至
る
一
貫
教
育
の
体
制
が
整
い
ま
し

た
。ま
た
、成
蹊
学
園
各
校
は
す
べ
て
男
女
共
学
に

な
り
ま
し
た
が
、こ
れ
は一
九
四
五
年
十
二
月
の「
女

子
教
育
刷
新
要
綱
」が
掲
げ
た
教
育
上
の
男
女
間

格
差
解
消
と
い
う
要
請
に
応
じ
た
も
の
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で一
九
四
八
年
七
月
提
出
の「
成
蹊
大
学

設
置
認
可
申
請
書
」で
は
、政
治
経
済
学
部
と
工
学

部
の
二
学
部
が
構
想
さ
れ
て
い
ま
し
た
。卒
業
生
の

就
職
に
有
利
で
あ
ろ
う
と
の
判
断
か
ら
、経
済
学
と

工
学
の
二
分
野
が
選
ば
れ
た
の
で
す
が
、財
政
面
や

施
設
面
で
の
困
難
な
ど
に
よ
り
、こ
の
時
点
で
の
工

学
部
設
置
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。た

だ
し
理
系
の
コ
ー
ス
と
し
て
は
、二
年
間
の一
般
教
養

課
程
の
修
了
者
で
希
望
す
る
学
生
が
、他
大
学
の
医

歯
学
部
を
改
め
て
受
験
出
来
る
よ
う
な
カ
リ
キ
ュラ

ム
を
組
ん
で
、こ
れ
を
医
歯
学
進
学
課
程
と
し
ま
し

た
。成

蹊
大
学
の
初
年
度
入
学
者
は一、二
年
生
合
わ

せ
て
三
八
二
名
で
、こ
の
時
二
年
次
に
入
学
し
た
学

生
と
一
九
五
〇
年
に
三
年
次
に
入
学
し
た
学
生
が
一

九
五
二
年
の
第
一回
卒
業
生
と
な
り
ま
し
た
。こ
こ
に

掲
載
の
学
生
募
集
ポ
ス
タ
ー
は一九
五
一年
の
も
の
で
、

初
期
の
頃
は
こ
の
と
お
り
の
学
生
定
員
を
満
た
す
に

は
苦
労
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、こ
の
状
況
は
ま
も

な
く
好
転
し
、大
学
の
評
価
は
次
第
に
高
ま
っ
て
い

き
ま
し
た
。一
九
六
二
年
に
は
念
願
の
工
学
部
設
置

が
実
現
し
て
、現
在
の
総
合
大
学
への
第
一
歩
と
な
り

ま
し
た
。
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世
界
は
大
き
く
変
動
し
、
人
類
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

抱
え
な
が
ら
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
大
き
な

課
題
の
一
つ
が
環
境
問
題
で
す
。
教
育
研
究
機
関
は
、
地
球

環
境
保
全
を
理
解
し
、
直
面
し
て
い
る
環
境
問
題
の
重
要

性
を
啓
発
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
世
界

を
担
う
児
童
、
生
徒
、
学
生
に
は
環
境
保
全
に
対
す
る
意
識

の
向
上
と
課
題
解
決
の
力
を
養
う
教
育
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

研
究
者
は
専
門
分
野
と
の
関
連
に
お
い
て
、
環
境
問
題
の
根

幹
を
明
ら
か
に
し
、
解
決
策
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

成
蹊
学
園
は
、
そ
の
名
の
由
来
で
あ
る
「
桃
李
不
言
下

自
成
蹊
」
の
も
と
、
一
貫
し
て
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
大

切
に
育
て
て
き
ま
し
た
。
「
本
物
に
ふ
れ
る
」
実
践
教
育

を
重
視
し
て
き
ま
し
た
。
学
園
の
所
属
す
る
児
童
、
生
徒
、

学
生
に
は
、
こ
の
個
性
尊
重
教
育
と
実
践
教
育
に
環
境
問

題
を
融
合
さ
せ
、
環
境
教
育
を
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
学
ば

せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
指
導
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

環
境
問
題
を
解
決
で
き
る
学
生
お
よ
び
研
究
者
の
育
成
に

努
め
、
そ
の
研
究
支
援
を
行
い
ま
す
。

こ
う
し
た
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
社
会
の
一
員
と
し
て

責
任
あ
る
環
境
に
配
慮
し
た
行
動
を
着
実
に
実
行
し
ま
す
。

責
任
あ
る
、環
境
に
配
慮
し
た
行
動
を

成蹊学園 理事長

岸 曉 Satoru Kishi

各
学
校
の
活
動
報
告　
〜
環
境
に
配
慮
し
た
諸
活
動
・
今
後
の
目
標
〜

環
境
保
全
・
再
生
に
関
わ
る
栽
培
活
動
や
省

エ
ネ
・
省
資
源
・
再
利
用
の
取
り
組
み
を
重
視
。

環
境
に
配
慮
し
た
責
任
あ
る
行
動
を
遂
行
す

る
実
践
力
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

教
育
活
動

●
開
校
以
来
の
伝
統
と
し
て
、
小
学
校
園
芸
場
を
利
用
し
た

全
学
年
に
よ
る
園
芸
学
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
今
後
、給
食
食
材
廃
棄
物
の
飼
料
と
し
て
の
活
用
、落
葉
・

飼
育
小
動
物
の
糞
・
馬
糞
の
肥
料
化
を
促
進
し
ま
す
。

美
化
活
動

●
児
童
の
自
治
活
動
組
織
「
学
校
桃
の
会
」
で
年
間
を
通
し

て
小
動
物
の
飼
育
や
花
壇
の
世
話
な
ど
環
境
整
備
や
環
境

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
環
境

●
小
学
校
施
設
再
開
発
工
事
に
先
立
ち
、
松
林
に
池
を
新

設
。
再
開
発
工
事
期
間
中
の
生
き
物
た
ち
へ
の
配
慮
と
同

時
に
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境
保
全
の
意
識
を
高
め
る
教
材

と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
新
本
館
の
前
庭
に
ビ
オ
ト
ー
プ
・
ガ
ー
デ
ン
を
設
置
予

定
で
す
。
人
工
池
に
武
蔵
野
台
地
の
地
下
水
を
利
用
し
、

太
陽
光
発
電
同
様
に
子

ど
も
た
ち
が
自
然
の
恩

恵
を
実
感
す
る
教
材
と

な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

小学校

敷
地
内
の
自
然
と
施
設
を
生
か
し
、
教
職

員
と
生
徒
全
員
で
実
践
的
な
活
動
と
環
境
保

護
意
識
醸
成
の
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

教
育
活
動

●
敷
地
内
林
園
の
観
察
と
推
移
調
査
を
も
と
に
生
徒
ご
と

に
植
物
図
鑑
を
作
成
、
夏
の
学
校
で
の
自
然
観
察
会
な
ど

自
然
の
大
切
さ
を
学
ば
せ
て
い
ま
す
。

●
構
内
の
食
材
を
使
っ
た
調
理
実
習
に
よ
り
、
自
然
と
の

共
生
を
学
習
し
ま
す
。

●
成
蹊
気
象
観
測
所
の
八
十
年
間
の
観
測
記
録
に
よ
り
、
多

摩
地
区
の
環
境
変
化
の
研
究
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

●
今
後
、
全
員
参
加
に
よ
る
実
践
を
通
じ
た
諸
活
動
の
徹

底
と
拡
大
、
地
域
の
み
な
ら
ず
地
球
環
境
の
保
護
に
関
す

る
生
徒
の
意
識
と
行
動
力
を
醸
成
し
ま
す
。

●
敷
地
内
の
一
部
に
人
が
ま
っ
た
く
手
を
加
え
な
い
自
然

の
ま
ま
の
林
園
を
設
け
、
森
林
と
環
境
の
問
題
に
取
り
組

み
ま
す
。

美
化
活
動

●
清
掃
な
ど
の
環
境
美
化
の
日
常
的
活
動
を
通
じ
て
環
境

保
護
意
識
を
醸
成
し
て
い
ま
す
。

施
設
整
備

●
新
校
舎
に
は
資
源
の
有

効
活
用
お
よ
び
健
康
に
配

慮
し
た
材
料
を
採
用
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
損
失
に
配
慮
し

た
空
調
設
備
や
、
セ
ン

サ
ー
型
自
動
照
明
シ
ス
テ

ム
、
節
水
型
の
自
動
水
道

器
具
を
採
用
し
て
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
図
り
ま
す
。

中学校・
高等学校

環
境
に
関
す
る
全
学
的
な
意
識
を
高
め
る
た

め
、成
蹊
大
学
学
生
環
境
委
員
会
を
発
足
。教

員
と
学
生
が
一
体
と
な
っ
て
環
境
に
関
す
る

知
識
や
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

教
育
活
動

●
各
学
部
の
教
育
課
程
に
お
い
て
、
環
境
問
題
に
関
す
る

多
彩
な
授
業
科
目
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

研
究
活
動

●
物
質
生
命
理
工
学
科
プ
ロ
セ
ス
シ
ス
テ
ム
研
究
室
で
は
、

環
境
省
の
支
援
を
受
け
て
、
地
球
環
境
問
題
の
解
決
に
寄

与
す
る
シ
ス
テ
ム
構
築
の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

美
化
活
動

●
欅
祭
（
大
学
祭
）
で
は
、
エ
コ
ト
レ
イ
（
学
生
団
体
の

欅
祭
本
部
が
提
案
）
の
採
用
や
ゴ
ミ
の
分
別
指
導
な
ど
排

出
ゴ
ミ
の
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

施
設
設
備

●
情
報
図
書
館
建
設
な
ど
、
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
キ
ャ

ン
パ
ス
開
発
で
は
環
境
に
配
慮
。
屋
上
緑
化
、
太
陽
光
発

電
、
セ
ン
サ
ー
型
自
動
照
明
シ
ス
テ
ム
な
ど
新
し
い
環
境

技
術
に
基
づ
く
設
備
を
備
え
た
建
物
を
建
造
し
て
い
ま
す
。

組
織
活
動

●
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
実
際
を
学

ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
た

内
部
環
境
監
査
員
養
成

セ
ミ
ナ
ー
に
、
多
く
の

学
生
の
参
加
を
促
す
た

め
の
企
画
立
案
を
実
施

予
定
し
て
い
ま
す
。

大学・
大学院

栽培活動の様子

中学校自然観察

欅祭 ゴミステーション

「成蹊学園環境委員会」
社会的責任と教育を融合させて「環境保全」に取り組む

成蹊学園は、2006年4月より幅広い領域にわたる環境問題への取り組みを
進めるため、学園環境委員会を設置しました。

基
本
方
針

地
球
環
境
の
保
全
と
維
持
を
課
題
と
す
る
教
育

研
究
の
充
実
を
図
り
、
環
境
問
題
に
貢
献
す
る

人
材
育
成
お
よ
び
環
境
分
野
の
研
究
推
進
に
努

め
ま
す
。

環
境
に
関
連
す
る
教
育
研
究
の
発
信
、
武
蔵
野

地
域
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣
地
域
の
理
解
、
あ

ら
ゆ
る
人
々
に
対
す
る
教
育
研
究
の
公
開
、
社

会
貢
献
を
図
る
諸
活
動
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

み
ど
り
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
の
充
実
と
地
球
・
地

域
環
境
に
配
慮
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
を
推
進

し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
省
資
源
、
資
源
の
再
利

用
化
と
廃
棄
物
の
減
量
化
、
グ
リ
ー
ン
購
入
の

推
進
と
み
ど
り
の
保
全
に
努
め
ま
す
。
そ
の
た
め

の
環
境
目
的
・
目
標
を
具
体
的
に
設
定
し
、
計
量

化
を
図
り
、
定
期
的
に
見
直
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
継
続
的
な
改
善
を

通
じ
て
、
環
境
汚
染
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

学
園
内
の
教
育
研
究
を
は
じ
め
と
す
る
す
べ
て
の

活
動
に
お
い
て
、
環
境
関
連
の
法
規
制
お
よ
び
学

内
規
定
な
ど
を
遵
守
し
ま
す
。

成
蹊
学
園
は
、
こ
の
環
境
方
針
を
文
書
化
し
、
あ
ら
ゆ
る

人
々
に
向
け
て
開
示
し
ま
す
。
ま
た
、
児
童
、
生
徒
、
学

生
、
教
職
員
お
よ
び
保
護
者
、
関
連
業
者
な
ど
の
す
べ
て

の
学
園
関
係
者
に
こ
の
取
り
組
み
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、

理
解
と
協
力
を
求
め
ま
す
。
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●
二
〇
〇
七
年
度
よ
り
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム（
以
後
E
M
S
）導
入
準
備
を
開
始
、

E
M
S
の
国
際
規
格
I
S
O
1
4
0
0
1
認
証
取
得
を
め
ざ
し

二
〇
〇
六
年
度
よ
り
内
部
環
境
監
査
員（
三
十
五
名
）を
養
成
。

省
エ
ネ
活
動

●
二
〇
〇
六
年
六
月
〜
九
月
に
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
実
施
し
、前
年

同
月
比
で
消
費
電
力
を
三
％
削
減
。十
一月
〜
二
〇
〇
七
年
四
月

に
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ス
も
実
施
、二
〇
〇
七
年
度
も
継
続
し
て
実
施
。

●
今
後
、
学
園
全
体
の
電
気
使
用
量
の
計
測
管
理
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
削
減
を
推
進
。

美
化
活
動

●
二
〇
〇
三
年
五
月
よ
り
ゴ
ミ
箱
の
分
別
を
細
分
化
す
る
な

ど
、
ゴ
ミ
の
資
源
化
を
実
施
。（
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
二
〇
〇
二

年
度
の
三
七
%
か
ら
二
〇
〇
三
年
度
は
六
七
%
、二
〇
〇
六
年

度
に
は
約
八
一
%
へ
と
向
上
）

●
二
〇
〇
七
年
度
よ
り
学
校
単
位
の
ゴ
ミ
回
収
種
別
を
段

階
的
に
統
合
し
、
ゴ
ミ
の
堆
肥
化
な
ど
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
活
動
を
推
進
。

●
二
〇
〇
五
年
よ
り
学
園
建
学
の
日
（
三
月
二
十
三
日
）

を
中
心
に
地
域
清
掃
活
動
開
始
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理

●
経
済
産
業
省
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
定
期
報
告
書
（
毎
年

提
出
）
」
、
東
京
都
「
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
書
（
五
ヵ
年

計
画
：
二
〇
〇
五
年
提
出
）
」
に
よ
り
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

具
体
的
な
削
減
計
画
を
表
明
。
東
京
都
に
提
出
し
た
計
画

に
対
す
る
評
価
は
、
最
高
評
価
AA
（
AA
〜
C
）
を
取
得
。

施
設
整
備 

●
建
物
新
築
や
施
設
改
修
工
事
の
際
に
高
効
率
型
照
明
器

具
と
セ
ン
サ
ー
型
自
動
照
明
シ
ス
テ
ム
を
併
用
、
基
本
消

費
電
力
の
削
減
を
推
進
。

●
空
調
設
備
に
配
慮
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
発
生
を
抑
制
。

●
環
境
負
荷
軽
減
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
観
点
か
ら
建
築

資
材
・
機
器
を
選
定
・
採
用
。
新
規
に
購
入
す
る
机
な
ど

の
備
品
は
グ
リ
ー
ン
商
品
を
優
先
的
に
購
入
。

学園の
取り組み

組
織
活
動
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学生環境委員会「桃
ももきゅう

球」
学生が主体となって、環境への思いをカタチにする

成蹊学園がよりよい環境になるために。学生が主体となって活動する学
生環境委員会はこれからの学園の環境を学生の視点から考えていきます。

今
で
も
欅
並
木
を
歩
く
と

心
が
落
ち
着
く

－

長
野
県
の
ご
出
身
で
、
中
学
校
か
ら
成
蹊

学
園
で
学
ば
れ
て
い
ま
す
が
、入
学
さ
れ
た
き
っ

か
け
は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
。

若
林　

私
が
成
蹊
中
学
校
に
入
学
し
た
昭
和

二
十
二
年
当
時
は
、
戦
後
の
混
乱
期
で
、
日
本

人
が
自
信
を
喪
失
し
、
未
来
に
明
る
い
展
望
を

抱
け
な
い
よ
う
な
空
気
が
蔓
延
し
て
い
ま
し
た
。

両
親
は
そ
ん
な
社
会
情
勢
を
憂
慮
し
て
、
私
に

将
来
へ
の
希
望
を
持
た
せ
た
い
。
そ
の
た
め
に

は
、
し
っ
か
り
し
た
教
育
を
受
け
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
た
よ
う
で
す
。
伯
父
、
伯
母
が

中
野
に
住
ん
で
い
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
通
え
る

範
囲
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
中
学
校
の
教
育
内
容
を

調
べ
、
成
蹊
中
学
校
に
決
め
ま
し
た
。

－

ご
両
親
は
、
成
蹊
学
園
の
教
育
の
ど
ん
な

点
を
評
価
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

若
林　

と
く
に
父
が
、落
ち
着
い
た
環
境
の
な
か

で
、少
人
数
制
の
も
と
、人
間
教
育
を
モ
ッ
ト
ー

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
共
感
し
た
よ
う
で
す
。

も
っ
と
も
、
私
自
身
は
、
長
野
の
田
舎
暮

ら
し
に
満
足
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
東
京
の
学

校
に
進
学
す
る
こ
と
に
一
抹
の
不
安
も
抱
い
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
小
学
校
の
担
任
の
先
生

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
と
て
も
優
れ
た
教
育
を

行
っ
て
い
る
学
校
だ
と
、
強
く
勧
め
て
く
れ
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
先
生
は
成
蹊
学
園
を

禅
宗
の
学
校
だ
と
勘
違
い
し
て
お
り
、
と
な
る

と
、
卒
業
し
た
ら
僧
侶
に
な
ら
な
い
と
い
け
な

い
の
で
は
な
い
か
と
、
そ
の
点
だ
け
は
悩
み
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
必
要
は
ま
っ
た
く
な

か
っ
た
わ
け
で
す
が
（
笑
）
。
こ
の
先
生
が
禅

宗
の
学
校
と
勘
違
い
し
て
い
た
の
に
は
、
理
由

が
あ
り
ま
す
。
長
野
・
円
福
寺
の
藤
本
幸
邦
住

職
の
講
話
に
感
銘
し
、
影
響
を
受
け
て
い
た
先

生
は
、
藤
本
住
職
が
成
蹊
学
園
の
出
身
で
あ
る

こ
と
を
知
り
、
禅
宗
の
学
校
と
思
い
込
ん
で
し

ま
っ
た
の
で
す
。

－

入
学
さ
れ
て
、
ど
の
よ
う
な
印
象
を
持
た

れ
ま
し
た
か
。

若
林　

欅
並
木
に
、
春
の
桜
並
木
…
…
。
土
の

育
む
武
蔵
原
野
の
林
と
い
う
か
、
自
然
に
恵
ま

れ
た
環
境
が
思
い
出
深
い
で
す
ね
。
今
で
も

時
々
学
園
を
訪
れ
、
あ
の
並
木
道
を
歩
く
と
、

心
が
落
ち
着
き
ま
す
。

私
が
入
学
し
た
頃
は
、
戦
後
ま
も
な
い
時
期

な
の
で
、
ま
だ
本
館
の
前
に
は
防
空
壕
が
残
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
立
ち
入

り
禁
止
だ
っ
た
の
で
す
が
、
隠
れ
て
入
っ
た
り
、

防
空
壕
の
上
か
ら
自
転
車
で
駆
け
降
り
た
り
、

け
っ
こ
う
や
ん
ち
ゃ
を
し
て
い
ま
し
た
（
笑
）
。

そ
ん
な
性
格
で
す
か
ら
、
「
凝
念
」
の
時

間
に
は
よ
く
叱
ら
れ
ま
し
た
。
「
ウ
ル
フ
」
の

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
親
し
ま
れ
て
い
た
鈴
木
一
郎

校
長
が
鐘
を
鳴
ら
し
、
静
か
に
目
を
閉
じ
、
心

を
静
め
る
わ
け
で
す
が
、
少
し
時
間
が
た
つ

と
、
ど
う
し
て
も
、
生
徒
同
士
で
小
突
き
あ
っ

た
り
、
私
語
を
交
わ
し
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
鈴
木
校
長
は
、
い
つ
も
「
若
林
」

と
、
私
一
人
を
注
意
し
て
い
ま
し
た
。
「
怒
ら

れ
役
」
と
い
う
か
、
私
を
怒
っ
て
い
れ
ば
間
違

若林　正俊
環境大臣・参議院議員

Masatoshi Wakabayashi

桃李の        人々 vol.14

インタビュー
卒業生ロングインタビュー

今年6月、ドイツで開催されたサミットで、最重点テーマとして討議されたのが環
境問題です。世界的な環境への意識の高まりを受けて、成蹊学園でもISO14001 取
得に向けた取り組みがスタートしています。日本の環境政策のリーダーである若林
正俊環境大臣に、成蹊学園の環境活動のあり方についてアドバイスをいただくとと
もに、若林大臣が成蹊学園で学ばれた当時の思い出を語っていただきました。

学
生
た
ち
が
主
体
と
な
っ
て

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

環
境
活
動
を
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い

委
員
会
の
理
念
と
し
て
、
学
生
の
視
点
か

ら
学
園
環
境
改
善
を
促
進
す
る
企
画
を
行
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
S
R
（
社
会
的
責
任
）

を
積
極
的
に
果
た
し
、
経
済
・
社
会
・
環
境
が
調
和
す
る

持
続
可
能
な
未
来
の
創
造
に
貢
献
し
ま
す
。

基
本
活
動

●
学
生
環
境
活
動
報
告
の
作
成

●
環
境
内
部
監
査
取
得
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
参
加

教
育
・
啓
蒙
活
動

●
環
境
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

●
ゴ
ミ
減
量
化
運
動

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
エ
コ
活
動

●
キ
ャ
ン
パ
ス
の
環
境
調
査

●
ゴ
ミ
減
量
化
運
動

環
境
支
援
活
動

●
環
境
サ
ー
ク
ル
支
援

●
欅
祭
で
の
環
境
活
動
支
援

若
林
正
俊
環
境
大
臣
を

表
敬
訪
問
し
ま
し
た

成
蹊
大
学
学
生
環
境
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
八
名
が
、
卒
業

生
の
若
林
正
俊
環
境
大
臣
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
制
定
に
よ
る
普
及
や
、割
り
箸
を
や
め
て
自
分
の
箸

を
携
帯
す
る
「
マ
イ
箸
」
運
動
な
ど
こ
れ
ま
で
の
学
生
環
境

委
員
会
の
活
動
を
報
告
し
、
今
後
の
学
生
環
境
委
員
会
の
活

動
に
つ
い
て
、「
自
分
の
身

近
な
出
来
事
と
し
て
、
環

境
問
題
を
意
識
し
て
ほ
し

い
。
小
さ
な
こ
と
か
ら
こ
つ

こ
つ
と
継
続
す
る
こ
と
が
大

事
」
と
い
う
暖
か
な
励
ま

し
と
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

桃
球
（
も
も
き
ゅ
う
）
と
は
？

成
蹊
大
学
学
生
環
境
委
員
会
は
、
学
園
に
関
係
す
る

方
々
に
親
し
ま
れ
る
委
員
会
に
な
り
た
い
と
い
う
意
味
を

込
め
て
、
愛
称
を「
桃
球（
も
も
き
ゅ
う
）」
と
し
、
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
名
前
の
由
来
は
、
成
蹊
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る「
桃
」。つ
ま
り
学
園
の
環
境
を
学
生
の
視
点
か
ら

考
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
も
う

一
つ
は
地
球
の「
球
」
。
こ
れ
は
学
園
を
良
く
す
る
こ
と

で
地
球
環
境
を
良
く
し
て
い
く
こ
と
、と
い
う
二
つ
の
理
念

を
意
味
し
ま
す
。

「
誰
か
の
」で
は
な
く
「
自
分
の
」問
題
と
し
て

環
境
に
つ
い
て
考
え
た
い

学
生
環
境
委
員
会
副
委
員
長　

長
内 

は
る
香

今
の
ま
ま
の
生
活
を
続
け
て
、
大
丈
夫
な
の
だ
ろ
う

か
？ 

ふ
と
そ
ん
な
不
安
が
よ
ぎ
り
ま
す
。
環
境
問
題
に

対
し
て
何
か
行
動
し
た
い
。
ま
ず
は
日
常
の
大
半
を
過
ご

す
大
学
で
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
？ 

そ
ん
な
思
い
か
ら

私
は
桃
球
に
入
り
ま
し
た
。

環
境
問
題
は
「
誰
か
の
」
で
は
な
く
「
自
分
の
」
問

題
。
い
か
に
自
分
の
生
活
と
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る

か
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
少
し
で
も
多
く
の

人
が
環
境
問
題
を
身
近

に
感
じ
る
よ
う
に
な
れ

ば
社
会
を
変
え
る
力
に

な
る
。
そ
の
た
め
に
メ

ン
バ
ー
一
同
、
工
夫
し

な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

代
表
学
生
メ
ッ
セ
ー
ジ

学生環境委員会メンバー

若林正俊環境大臣を囲んで

環境シンボルマークが決定しました。
多数の応募の中から
佐々木桃子さんの作品に決定！

児童、生徒、学生をはじめ多くの学園関係
者に環境問題や活動を身近に感じてもらう
ために、学園の環境活動のシンボルマーク
を募集しました。児童、生徒、学生と教職
員で投票を行い、最優秀賞は中学 3年生（現
高等学校 1年生）の佐々木さんの作品に
決定しました。このシンボルマークは今後、
学園の環境シンボルマークとして登録され、
今後の環境活動の場で利用されます。

学
生
環
境
委
員
会
H
P
を

開
設
し
ま
し
た

学
生
環
境
委
員
会
の
H
P
を
開
設
し
ま
し
た
。
環
境
委

員
会
の
活
動
理
念
や
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
、
お
知
ら

せ
な
ど
随
時
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

学生環境委員会HP「桃球」
http://www.seikei.ac.jp/gakuen/kankyo/momokyu/index.html

年間活動
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い
な
い
と
い
っ
た
感
じ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
（
笑
）
。

大
学
教
員
も
教
壇
に
立
つ

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
授
業
に
感
動

－

成
蹊
学
園
で
学
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
こ
と
は
何
で
す
か
。

若
林　

数
多
く
の
素
晴
ら
し
い
先
生
方
に
め
ぐ

り
会
え
た
こ
と
で
す
。
先
生
と
生
徒
の
距
離
が

近
い
と
こ
ろ
に
成
蹊
学
園
の
大
き
な
魅
力
が
あ

り
ま
す
。
当
時
は
先
生
方
も
住
宅
難
だ
っ
た
た

め
か
、
校
内
に
あ
っ
た
旧
制
高
校
寮
の
一
角
を

仕
切
っ
て
、
先
生
方
も
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま

し
た
。
放
課
後
な
ど
に
、
よ
く
先
生
の
住
ま
い

に
遊
び
に
行
き
、
い
ろ
ん
な
話
を
し
て
も
ら
っ

た
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

－

と
く
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
授
業
は
あ
り

ま
す
か
。

若
林　

生
徒
数
に
比
し
て
先
生
方
の
数
が
と
て

も
多
か
っ
た
の
で
、
高
校
の
時
は
、
英
語
・
数

学
・
国
語
の
三
教
科
は
、
そ
れ
ぞ
れ
上
級
、
中

級
、
普
通
の
三
段
階
の
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
授

業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
少
人
数
制
で
、
き
め
細

か
な
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ち

な
み
に
、
ク
ラ
ス
分
け
は
成
績
順
で
は
な
く
、

自
分
で
向
い
て
い
る
と
思
う
ク
ラ
ス
を
選
択
さ

せ
る
形
で
し
た
。
私
は
勉
強
が
あ
ま
り
好
き
で

な
か
っ
た
の
で
、
い
つ
も
普
通
ク
ラ
ス
を
選
ぶ

よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
（
笑
）
。

ま
た
、
旧
制
高
校
（
学
制
改
革
後
は
大
学
）

の
先
生
方
が
、
中
学
・
高
校
の
教
壇
に
も
立
た

れ
て
い
た
こ
と
も
、
成
蹊
学
園
の
特
徴
で
し
た
。

私
は
、
別
枝
達
夫
先
生
に
西
洋
史
、
書
家
の
上

條
信
山
先
生
に
漢
文
と
書
道
、
歌
人
で
も
あ
る

中
村
草
田
男
先
生
に
古
文
を
教
わ
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
著
名
な
先
生
方
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
授

業
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
幸
せ
な
こ
と
で
し

た
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
に
所
属

新
人
戦
で
東
京
都
代
表

－

部
活
動
は
何
を
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
。

若
林　

中
学
、
高
校
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

に
所
属
し
ま
し
た
。
指
導
教
官
は
後
に
校
長
を

務
め
ら
れ
た
奥
住
正
彦
先
生
で
し
た
。
成
蹊
学

園
は
、
旧
制
高
校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が

大
変
な
強
豪
で
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
経
験
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
伝
統
を
私
た
ち
に
も
継
承
し

た
い
と
の
思
い
か
ら
、
練
習
は
旧
制
高
校
生
と

合
同
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
し
、
O
B
も
コ
ー

チ
と
し
て
よ
く
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
一
人

が
、
国
鉄
民
営
化
に
尽
力
さ
れ
、
J
R
東
日
本

の
初
代
社
長
を
務
め
ら
れ
た
住
田
正
二
さ
ん
で

す
。私

が
在
学
中
に
、
O
B
を
含
め
た
「
オ
ー
ル

成
蹊
」
で
全
日
本
選
手
権
に
出
場
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。私
も
応
援
に
行
き
、先
輩
た
ち
の
ユ

ニ
ホ
ー
ム
の
洗
濯
係
を
し
ま
し
た
。翌
日
の
試

合
に
間
に
合
う
よ
う
に
、一
生
懸
命
ア
イ
ロ
ン

を
か
け
て
乾
か
し
た
こ
と
も
い
い
思
い
出
で
す
。

校
内
の
合
宿
所
で
合
宿
も
よ
く
行
わ
れ
ま
し

た
。
合
宿
の
合
間
に
授
業
に
出
席
し
て
い
た
よ

う
な
感
じ
の
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。試
合
直
前

に
は
、
授
業
中
に
窓
か
ら
そ
っ
と
抜
け
出
し
て
、

練
習
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
笑
）
。

－

若
林
さ
ん
ご
自
身
の
成
績
は
ど
う
だ
っ
た

の
で
す
か
。

若
林　

か
な
り
ハ
ー
ド
な
練
習
を
積
ん
で
い
た

甲
斐
あ
っ
て
、
新
人
戦
で
東
京
都
の
代
表
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
当
時
か
ら

学
習
院
、
成
城
、
武
蔵
と
の
対
抗
戦
が
あ
り
、

そ
の
大
会
で
も
好
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

こ
の
対
抗
戦
で
は
恥
ず
か
し
い
思
い
出
も
あ

り
ま
す
。
成
蹊
学
園
で
は
、
雨
天
体
操
場
の
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
を
ト
ラ
ス
コ
ン
と
呼

ん
で
い
ま
し
た
。
私
は
そ
れ
が
一
般
に
通
用
す

る
言
葉
だ
と
思
い
込
ん
で
お
り
、
対
抗
戦
で
他

校
に
行
っ
た
時
「
ト
ラ
ス
コ
ン
は
ど
こ
に
あ
り

ま
す
か
」
と
尋
ね
て
、
き
ょ
と
ん
と
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
後
で
、
ト
ラ
ス
コ
ン
と
は
ア
メ

リ
カ
の
会
社
の
略
称
で
、
他
校
で
は
通
じ
な
い

こ
と
を
知
り
、
赤
面
し
ま
し
た
（
笑
）
。

故
郷
の
農
村
部
の
人
々
の
た
め
に

尽
く
し
た
い
と
政
治
家
を
志
望

－

政
治
家
を
志
そ
う
と
思
わ
れ
た
の
は
い
つ

頃
か
ら
で
す
か
。

若
林　

具
体
的
な
目
標
に
な
っ
た
の
は
、
農
林

省
に
勤
務
し
た
後
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
兆
し

は
早
く
か
ら
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
は

東
京
で
恵
ま
れ
た
学
園
生
活
を
お
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
な
お
さ
ら
、
長

野
へ
の
郷
愁
も
強
く
持
っ
て
い
ま
し
た
。
と
く

に
農
村
部
は
疲
弊
し
て
お
り
、
経
済
的
に
も
苦

し
い
。
そ
ん
な
故
郷
の
人
々
の
た
め
に
尽
く
し

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
す
。
自
分
で

は
そ
れ
ほ
ど
意
識
し
て
話
し
て
い
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
中
学
、
高
校
時
代
か
ら
、
そ

う
い
う
話
を
し
て
い
た
よ
う
で
、
当
時
の
友
人

か
ら
は
、
若
林
は
い
ず
れ
政
治
家
に
な
る
だ
ろ

う
と
予
測
し
て
い
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
農
村
部
の
役
に
立
つ
仕
事
を
し
た

い
と
い
う
希
望
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
、
大
学
卒

業
後
、
農
林
省
に
入
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
役

人
生
活
を
通
し
て
、
や
は
り
世
の
中
を
幸
せ
に

す
る
た
め
に
は
、
い
い
政
治
で
あ
る
こ
と
が
必

要
だ
と
痛
感
し
、
政
治
家
に
な
ろ
う
と
考
え
た

の
で
す
。

－

政
治
家
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
く
上
で
、
成

蹊
学
園
で
学
ば
れ
た
こ
と
が
生
き
て
い
る
と
感

じ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

若
林　

成
蹊
学
園
の
教
え
で
あ
る
「
桃
李
不
言

下
自
成
蹊
」
は
、
不
言
実
行
に
通
じ
る
言
葉
で
、

そ
れ
は
言
論
の
府
で
あ
り
、
自
己
主
張
が
必
要

な
政
治
の
世
界
と
は
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
は
な
い

か
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど

も
、
人
を
押
し
退
け
て
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

し
て
、
目
立
つ
こ
と
が
政
治
家
の
正
し
い
姿
と

い
う
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
人
間
同
士
の
信

頼
関
係
を
大
切
に
し
、
お
互
い
の
個
性
を
尊
重

す
る
。
だ
か
ら
、
他
人
の
言
い
分
も
十
分
に
聞

く
耳
を
持
つ
。
も
ち
ろ
ん
、
自
分
の
信
念
は
ぶ

れ
る
こ
と
な
く
、
貫
い
て
い
く
。
い
わ
ば
和
し

て
動
ぜ
ず
の
精
神
を
大
切
に
す
る
。
安
倍
首
相

を
は
じ
め
、
成
蹊
学
園
で
学
ん
だ
政
治
家
は
皆
、

そ
う
し
た
意
識
が
し
み
つ
い
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
政
治
家
と
し
て
大
切
な
資
質
で
も
あ
る
と
、

私
は
考
え
て
い
ま
す
。

環
境
問
題
の
改
善
に
は

足
元
か
ら
の
取
り
組
み
が
大
切

－

現
在
、
環
境
大
臣
の
責
務
を
担
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
わ
け
で
す
が
、
今
後
の
環
境
問
題
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
意
気
込
み
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

若
林　

周
知
の
通
り
、
温
暖
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
の
枯
渇
、
自
然
と
の
共
生
な
ど
、
環
境
問

題
は
世
界
的
な
緊
急
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
環
境
戦
略
に
対
す
る
評
価
が
高
ま
っ
て

い
る
と
い
う
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

－

成
蹊
学
園
で
も
、
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み

を
強
化
し
、
I
S
O
1
4
0
0
1
の
取
得
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
昨
年
八
月
に
は
、
成
蹊
大
学

学
生
環
境
委
員
会
が
発
足
し
、
教
職
員
と
学
生

が
一
体
と
な
っ
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

若
林　

学
生
参
加
型
で
取
り
組
む
の
は
大
賛
成

で
す
。
環
境
問
題
は
地
球
規
模
の
大
き
な
問
題

で
す
が
、
そ
れ
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず

足
元
か
ら
見
直
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
今
日
の

環
境
問
題
の
多
く
は
、
経
済
や
社
会
の
あ
り
方

や
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
ま
で
密
接
に
結
び

つ
い
て
い
る
か
ら
で
す
。
家
庭
生
活
や
通
常
の

事
業
活
動
か
ら
生
じ
る
環
境
負
荷
を
改
善
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
、
若
い

学
生
た
ち
が
自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て
環
境
を

考
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
意
義
深
い
こ
と
で

す
し
、
頼
も
し
い
で
す
ね
。

－

成
蹊
学
園
の
今
後
の
環
境
活
動
に
対
し
て
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

若
林　

あ
ま
り
に
も
抽
象
的
、
観
念
的
な
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
り
、
欲
張
っ
て
た
く
さ
ん

の
活
動
に
手
を
広
げ
る
の
は
望
ま
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
小
さ
な
こ
と
で
い
い
か
ら
、
身
近
な
と

こ
ろ
に
具
体
的
な
目
標
を
見
つ
け
て
、
地
道
な

活
動
を
展
開
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
た
と

え
ば
、
私
が
通
っ
て
い
た
頃
、
成
蹊
学
園
で
は

作
業
を
重
視
し
て
い
ま
し
た
。
大
久
保
捨
蔵
先

生
の
指
導
の
も
と
、
畑
で
芋
を
栽
培
し
た
り
、

花
壇
を
整
備
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し

た
活
動
を
復
活
さ
せ
て
、
よ
り
緑
豊
か
な
学
園

に
す
る
活
動
で
も
い
い
。
ゴ
ミ
拾
い
活
動
を
活

発
化
さ
せ
る
の
で
も
い
い
。
実
現
可
能
な
と
こ

ろ
か
ら
、
着
実
な
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

－

最
後
に
、
後
輩
た
ち
に
向
け
て
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

若
林　

私
は
成
蹊
学
園
時
代
に
、
本
当
に
素
晴

ら
し
い
友
人
た
ち
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
今
で
も

交
流
が
続
い
て
お
り
、
同
窓
生
の
集
ま
り
が
あ

る
と
、
何
は
さ
て
お
き
参
加
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
成
蹊
学
園
O
B
に
共
通
す
る
の
は
、

温
か
み
が
あ
り
、
信
頼
で
き
る
人
ば
か
り
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
一
緒
に
い
る
と
、
と
て
も
安

心
感
が
得
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
人
格
を
育
む

校
風
を
こ
れ
か
ら
も
守
っ
て
ほ
し
い
し
、
後
輩

の
皆
さ
ん
に
も
友
人
と
の
絆
を
大
切
に
し
続
け

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

若林　正俊（わかばやし・まさとし）
1934 年生まれ。成蹊中・高校を経て、東京大学法学部私法学科卒業後、農林水産
省に入省。食品流通局市場課長、経済局金融課長、構造改善局農政課長などを歴
任。1983 年、衆議院議員に初当選（長野 1区）。総務政務次官などを務める。現在、
参議院議員（長野県区）で、2006 年、環境大臣に就任。著書に『農地法の解説』『誇
りあるふる里づくり国づくり』『日本の進路－科学技術立国への道』がある。
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大学の近況

学園の“いま”をお知らせします。

新
入
生
と
学
長
の
語
る
会　

本
学
で
は
、
二
〇
〇
五
年
十
一
月
か
ら
「
学
生
満

足
度
向
上
」
「
学
生
活
力
の
大
学
運
営
へ
の
活
用
」

を
め
ざ
し
て
、
学
長
と
成
蹊
生
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
S
E
I
K
E
I
架
け
橋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
そ
の
第
三
弾
と
し
て
、
今
年
度
か
ら
「
学
長
と

語
る
会
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
学
長
と
語
る
会
」
と
は
毎
回
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
学
生
を
学
長
室
に
招
い
て
意
見
交
換
を

行
う
も
の
で
、
四
月
二
十
七
日
に
は
、
第
一
回
と
し
て
今

年
度
入
学
し
た
学
部
新
入
生
を
対
象
に
「
学
長
と
語
る
会

〜
ピ
カ
ピ
カ
の
新
入
生
と
一
緒
に
ラ
ン
チ
編
〜
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

学
長
室
で
開
催
さ
れ
た
本
企
画
に
は
、
性
別
、
学
部
、

出
身
地
も
さ
ま
ざ
ま
な
計
八
名
の
学
部
新
入
生
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
や
唐
揚
げ
を
つ
ま
み
な

が
ら
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
新
入
生
か
ら
は
「
一
人
暮
ら
し
の
学
生
が
病
気

に
な
っ
た
と
き
に
も
食
べ
ら
れ
る
よ
う
な
食
事
を
提
供
し

て
く
れ
る
食
堂
が
あ
れ
ば
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

会
終
了
後
、
参
加
し
た
新
入
生
か
ら
は
「
一
時
間
は

あ
っ
と
い
う
間
に
感
じ
ら
れ
、
も
っ
と
も
っ
と
学
長
や
他

の
学
生
と
語
り

た
か
っ
た
で
す
」

「
ど
ん
な
小
さ
な

事
に
も
真
剣
に
耳

を
傾
け
て
く
だ
さ

る
姿
勢
に
感
動
し

ま
し
た
」
と
い
っ

た
声
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

今
後
も
卒
業
を

控
え
た
四
年
生
や
、

社
会
活
動
支
援
奨

学
金
受
給
者
な
ど

を
招
い
て
随
時
開

催
さ
れ
る
予
定
で

す
。

  

情
報
図
書
館
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

成
蹊
大
学
情
報
図
書
館
は
、
二
〇
〇
六
年
九
月

二
十
一
日
（
木
）
に
オ
ー
プ
ン
以
来
、
学
内
外
の
方

に
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

国
内
の
ほ
か
の
図
書
館
と
比
べ
る
と
、
斬
新
な
美

し
さ
ゆ
え
、
ま
る
で
異
な
る
目
的
の
建
築
物
に
思
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
学
図
書
館
の
本
質
で
あ

る
学
術
情
報
を
利
用
者
に
提
供
し
、
利
用
者
が
そ
の

情
報
を
有
効
活
用
す
る
と
い
う
目
的
に
沿
っ
た
建
物

だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
す
。
最
大
の
変
化

は
、
利
用
者
の
反
応
や
利
用
状
況
で
す
。
下
の
表
で

は
、
旧
図
書
館
と
の
利
用
者
数
を
比
較
し
て
い
ま
す

が
、
利
用
者
数
が
約
一
・
四
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

情
報
図
書
館
の
目
的
の
一
つ
に
、
試
験
期
間
以

外
の
時
期
に
も
図
書
館
を
活
用
し
て
勉
強
し
て
も
ら

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
表
に
あ
る
と
お
り
、
試
験
期

間
で
あ
る
一
月
が
約
三
五
％
増
加
に
対
し
て
、
通
常

の
授
業
で
あ
る
十
月
、
十
一
月
、
十
二
月
は
、
約

四
二
％
〜
四
六
％
増
加
、
と
く
に
、
大
学
の
授
業
期

間
で
な
い
二
月
、
三
月
に
は
、
約
二
倍
に
増
加
し
て

お
り
、
授
業
の
な
い
時
期
に
も
学
生
が
登
校
し
情
報

図
書
館
で
勉
強
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

中
央
ア
ト
リ
ウ
ム
と
南
北
開
架
書
架
エ
リ
ア
、
プ

ラ
ネ
ッ
ト
（
グ
ル
ー
プ
閲
覧
室
）
と
ク
リ
ス
タ
ル
・

キ
ャ
レ
ル
（
個
室
閲
覧
室
）
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
エ
リ

ア
（
室
内
の
飲
食
と
会
話
が
で
き
る
場
所
）
と
サ
ン

ク
ン
コ
ー
ト
ヤ
ー
ド
（
室
外
の
自
由
な
空
間
）
な
ど

の
施
設
、
ま
た
、
各
種
情
報
機
器
な
ど
も
、
利
用
者

の
要
求
に
応
え
る
よ
う
に
想
定
さ
れ
、
そ
の
予
想
を

上
回
る
ほ
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ト
リ
ウ
ム
に
浮
か
ぶ
五
基
の
プ
ラ
ネ
ッ
ト
は
、

グ
ル
ー
プ
学
習
に
最
適
な
空
間
と
し
て
、
日
々
グ

ル
ー
プ
学
習
や
討
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

開
架
書
架
エ
リ
ア
は
静
粛
性
を
確
保
し
た
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
、
そ
れ
を
取
り
囲
む
ク
リ
ス
タ
ル
・
キ
ャ
レ

ル
と
と
も
に
、
個
人
が
学
習
・
研
究
に
打
ち
込
む
空

間
と
し
て
、
や
は
り
成
蹊
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
を
支
え

る
存
在
に
な
っ
て
お
り
、
試
験
期
間
に
関
係
な
く
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
試
験
期
間
に
は
、
ア
ト
リ
ウ
ム
の
座

席
や
ク
リ
ス
タ
ル
・
キ
ャ
レ
ル
が
ほ
と
ん
ど
埋
ま
る
く

ら
い
利
用
さ
れ
て
お
り
、
特
に
百
十
台
の
P
C
付
キ
ャ

レ
ル
の
利
用
率
は
目

を
見
張
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
情

報
図
書
館
四
階
北
フ

ロ
ア
に
設
け
ら
れ
た

メ
デ
ィ
ア
ル
ー
ム
は
、

試
験
期
間
以
外
で
も

コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
利

用
さ
れ
て
お
り
、
情

報
図
書
館
が
種
々
の

資
料
を
提
供
し
て
い

る
一
例
と
い
え
ま
す
。

二
○
○
七
年
度

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
日
程
に
つ
い
て

今
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
左
記
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
ツ
ア
ー
や

体
験
講
義
、
成
蹊
大
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

な
ど
、
成
蹊
を
よ
り
深
く
知
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
が
多
数

行
わ
れ
ま
す
。
教
職
員
や
在
学
生
と
直
接
触
れ
合
う
チ
ャ

ン
ス
も
多
く
、
成
蹊
の
魅
力
と
雰
囲
気
を
体
験
で
き
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
校
生
を
お
も
な
対
象
と
し
て
い

ま
す
が
、
ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

●
第
一
回　

七
月
二
十
八
日
（
土
）
・
二
十
九
日
（
日
）

●
第
二
回　

九
月
十
六
日
（
日
）
・
十
七
日
（
祝
）

●
第
三
回　

十
一
月
二
十
五
日
（
日
）
※
大
学
祭
期
間
中

各
回
と
も
十
時
よ
り
受
付
開
始
で
十
六
時
半
受
付
終
了
予

定
で
す
。
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。
時
間
内
の
入
退
場

は
自
由
で
す
。
な
お
、
第
三
回
は
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

理
工
学
部
体
験
科
学
教
室
の
お
知
ら
せ

理
工
学
部
の
特
徴
あ
る
三
学
科
で
は
、
科
学
技
術
に
関

心
を
持
ち
、
好
奇
心
が
旺
盛
な
高
校
生
を
対
象
に
、
本
学

で
行
わ
れ
て
い
る
研
究
の
一
端
を
紹
介
し
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
「
一
日
体
験
科
学
教
室
」
を
次
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
。

最
新
の
科
学
と
技
術
に
触
れ
て
み
た
い
生
徒
の
皆
さ
ん

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
物
質
生
命
理
工
学
科

　

開
催
日　

八
月
五
日
（
日
）

●
情
報
科
学
科

　

開
催
日　

九
月
三
十
日
（
日
）

●
エ
レ
ク
ト
ロ
メ
カ
ニ
ク
ス
学
科　

　

開
催
日　

七
月
二
十
一
日
（
土
）

開
催
時
間
、
場
所
等
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
大
学
H
P

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w.seikei.ac.jp/university/rikou/event/index.htm
l

四
大
学
運
動
競
技
大
会

伝
統
あ
る
年
間
行
事
の
一
つ
、
成
蹊
・
武
蔵
・
成
城
・

学
習
院
の
四
大
学
で
競
い
合
う
四
大
学
運
動
競
技
大
会

（
四
大
戦
）
。
今
年
度
の
第
五
十
八
回
大
会
は
十
月
十
九

日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
、
本
学
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

四
大
戦
は
、
体
育
会
各
部
に
よ
る
「
正
式
種
目
」
、
誰

で
も
好
き
な
種
目
に
参
加
で
き
る
「
一
般
種
目
」
、
教
職

員
に
よ
る
「
教
職
員
種
目
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

種
目
ご
と
に
点
数
を
つ
け
て
い
き
、
正
式
種
目
と
一
般
種

目
の
合
計
得
点
で
総
合
優
勝
を
争
い
ま
す
。

正
式
種
目
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
競
技
が
行
わ
れ
て
お
り
、

体
育
会
ス
キ
ー
部
が
男
女
と
も
に
優
勝
（
男
子
は
五
年
連
続

優
勝
）
、
体
育
会
籠
球
部
男
子
が
優
勝
を
飾
る
な
ど
、
六
月

十
八
日
現
在
で
、
本
学
が
ト
ッ
プ
に
立
っ
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
三
年
に
本
学
で
開
催
さ
れ
た
第
五
十
四
回
大
会

で
は
、
二
十
四
年
ぶ
り
の
総
合
優
勝
を
果
た
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
以
降
は
学
習
院
に
続
き
二
位
に
甘
ん
じ
続
け
て

い
ま
す
。

自
校
開
催
連
続
優
勝
を
め
ざ
し
て
、
四
大
戦
実
行
委
員

会
の
学
生
が
中
心
と
な
り
大
学
一
丸
と
な
っ
て
勝
利
を
勝

ち
取
る
べ
く
学
内
の
士
気
を
高
め
て
い
ま
す
。
四
年
ぶ
り

に
優
勝
杯
を
学
内
に
飾
れ
る
か
ど
う
か
、
今
後
の
活
躍
に

も
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
位
授
与
式 

三
月
二
十
日（
火
）

教
職
員
、保
護
者
、後
輩
た
ち
に
見
守
ら
れ
、一
八
三
四

名
が
巣
立
ち
ま
し
た
。

入
学
式 

四
月
四
日（
水
）

快
晴
の
も
と
、成
蹊
大
学
の
新
し
い
主
役
と
し
て

一
九
八
四
名
が
入
学
し
ま
し
た
。

学
内
陸
上
競
技
大
会

六
月
二
日
、
晴
天
の
も
と
、
学
内
陸
上
競
技
大
会
が

四
〇
〇
m
競
技
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

体
育
会
・
文
化
会
団
体
や
ク
ラ
ス
・
ゼ
ミ
単
位
で
の
多

数
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
障
害
物
競
走
、
綱
引
き
な
ど

の
種
目
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
陸
上
競
技
大
会
と
運
動
会
を

兼
ね
た
楽
し
い
行
事
と
な
り
、
大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見

せ
ま
し
た
。

大
会
終
了
時
に
は
、
学
長
よ
り
優
勝
団
体
に
ト
ロ
フ
ィ
ー

な
ど
が
贈
ら
れ
、
学
生
た
ち
の
晴
れ
晴
れ
と
し
た
表
情
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

麻
疹
罹
患
学
生
発
生
に
よ
る
全
学
休
講

本
学
学
生
六
名
が
麻
疹
に
罹
患
し
た
と
の
報
告
を
う
け
、

五
月
十
八
日
〜
二
十
七
日
の
十
日
間
、
麻
疹
感
染
予
防
の
た

め
、
全
学
部
・
全
研
究
科
を
休
講
と
し
、
学
部
生
・
院
生
の
校

内
へ
の
立
入
り
を
禁
止
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
学
内
外
を
問
わ
ず
す
べ
て
の
学
生
の
課

外
活
動
が
禁
止
さ
れ
、
学
生
の
部
活
動
に
影
響
が
で
た
ほ

か
、
予
定
さ
れ
て
い
た
学
内
陸
上
競
技
大
会
や
公
開
講
座
、

ま
た
試
験
期
間
や
学
年
暦
の
日
程
が
変
更
さ
れ
る
な
ど
の

影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
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中学・
高等学校の近況

学園の“いま”をお知らせします。

入
学
式

四
月
六
日
、
中
学
は
十
時
か
ら
、
高
等
学
校
は
十
三

時
半
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
入
学
式
が
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
中
学
校
は
国
際
学
級
の
編
入
者
も
含
め
て
二
六
七

名
、
高
等
学
校
は

編
入
者
一
名
、
再

入
学
者
一
名
を
含

む
三
百
三
十
三
名

で
す
。
新
入
生
を

代
表
し
て
、
寺
田

眞
弥
さ
ん
と
三
浦

舞
さ
ん
が
力
強
く

入
学
の
言
葉
を
述

べ
て
く
れ
ま
し
た
。

新
入
生
歓
迎
会

四
月
十
日
、
高
等
学
校
で
は
新
入
生
歓
迎
会
が
大
教
室

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
例
年
通
り
、
生
徒
会
が
中
心
に
な
っ

て
、
生
徒
自
身
が
企
画
し
た
も
の
で
す
。

ま
ず
、
ビ
デ
オ
で
学
校
施
設
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
身
だ
し
な
み
指
導
を
含
め
た
寸
劇
を
行
い
、
実

際
に
シ
ャ
ツ
出
し
の
男
子
生
徒
や
ス
カ
ー
ト
の
短
い
女
子

生
徒
を
教
員
が
注
意
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
、
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
担
任
の
紹
介
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
中
学
校
か
ら
引
き
続
き
受
け
持
つ

担
任
も
含
め
、
若
い
活
力
も
ベ
テ
ラ
ン
も
揃
え
た
素
晴
ら

し
い
メ
ン
バ
ー
で
す
。
今
回
は
生
徒
が
各
担
任
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
形
式
で
質
問
を
浴
び
せ
、
答
え
に
困
る
場
面
も
あ

り
、
一
年
生
を
わ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
ク
ラ
ブ
紹
介
が
行

わ
れ
、
ビ
デ
オ
で
自
分
た
ち
の

活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
り
、
舞

台
で
は
り
き
っ
て
演
技
を
見
せ
、

日
頃
の
活
動
を
一
年
生
に
伝
え

て
い
ま
し
た
。

大
教
室
か
ら
H
・
R
棟
に
移

動
し
、
教
室
で
ク
ラ
ブ
の
勧
誘

を
行
い
ま
し
た
が
、
数
多
く
の

ク
ラ
ブ
に
一
年
生
は
ど
こ
の
ク

ラ
ブ
に
し
よ
う
か
戸
惑
っ
て
い

る
様
子
で
し
た
。

四
月
十
一
日
は
中
学
校
で

も
新
入
生
歓
迎
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
中
学
校
で
は
大
教
室
に

お
い
て
、
生
徒
会
長
の
挨
拶
か

ら
始
ま
り
、
演
劇
部
を
中
心
に

学
校
生
活
（
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

等
）
の
寸
劇
を
演
じ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
い
よ
い
よ
新
学
年
の

担
任
紹
介
で
す
。
自
分
の
ク
ラ

ス
以
外
の
担
任
は
知
ら
な
い

部
分
が
多
か
っ
た
の
で
、
一
年
生
に
と
っ
て
は
興
味
津
々
、

神
妙
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
紹
介
は
第
一
体
育
館
で
高
校
生
と
同
様
に
文

化
部
・
運
動
部
各
部
が
三
分
間
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行

い
ま
し
た
。
一
年
生
の
中
に
は
入
学
す
る
前
か
ら
入
る
ク

ラ
ブ
を
決
め
て
い
た
生
徒
も
、
ま
っ
た
く
の
白
紙
で
こ
の

紹
介
で
考
え
る
と
い
う
生
徒
も
お
り
、
配
ら
れ
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
見
な
が
ら
、
自
分
が
入
る
部
活
を
真
剣
に
考
え

て
い
る
よ
う
で
し
た
。
中
学
校
で
は
部
活
動
の
仮
入
部
期

間
が
あ
り
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く
の
間
、
一
年
生
は
さ
ま

ざ
ま
な
部
活
動
に
参
加
し
て
、
自
分
に
合
う
部
活
を
検
討

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

中
学
校
遠
足
と

高
等
学
校
体
育
大
会

五
月
二
日
に
中
学
校
は
遠
足
を
実
施
し
ま
し
た
。

一
、
二
年
生
は
夏
の
学
校
の
、
三
年
生
は
修
学
旅
行
の
予

行
演
習
的
要
素
を
持
つ
遠
足
で
す
。
前
日
か
ら
の
雨
が
朝

ま
で
残
り
実
施
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
一
年
生
が
予
定

を
一
部
変
更
し
た
以
外
は
何
と
か
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
一
年
生
は
高
尾
山
登
山
と
自
然
観
察
を
通
じ

て
、
自
然
に
親
し
み
、
仲
間
作
り
を
行
う
こ
と
が
目
的
で

し
た
が
、
往
復
に
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
利
用
し
た
た
め
、
十

分
に
自
然
観
察
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
写
真
を
撮
っ
た
り
、
食
事
も
楽
し
そ
う
に
頬
張
っ
て
、

新
鮮
な
空
気
も
十
分
と
り
い
れ
た
よ
う
で
し
た
。
二
年
生

は
陣
馬
の
山
と
自
然
を
楽
し
む
と
と
も
に
、
夏
の
学
校
に

向
け
て
集
団
登
山
に
慣
れ

て
お
く
こ
と
が
目
的
で
す
。

中
央
本
線
の
藤
野
駅
に
集

合
し
、
陣
馬
登
山
口
か
ら

一
の
尾
根
を
経
由
し
、
山

頂
で
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。

下
山
コ
ー
ス
は
明
王
峠
、

与
瀬
神
社
を
回
っ
て
相
模

湖
駅
で
解
散
し
ま
し
た
が
、

生
徒
は
達
成
感
で
満
た
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
三
年
生

は
修
学
旅
行
で
の
班
別
行

動
を
想
定
し
て
実
施
し
、
上
野
公
園
内
の
東
京
国
立
博
物

館
・
国
立
科
学
博
物
館
・
国
立
西
洋
美
術
館
を
観
覧
し
ま

し
た
。
日
本
や
世
界
の
文
化
遺
産
に
接
し
、
ま
た
東
京
国

立
博
物
館
で
は
特
別
展
の
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
展
を
観
覧
す
る

こ
と
も
で
き
、
有
意
義
な
一
日
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
日
、
高
等
学
校
で
は
体
育
大
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
中
学
校
の
遠
足
同
様
前
日
の
雨
で
四
〇
〇
m
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
状
態
が
悪
く
、
こ
こ
で
行
う
予
定
の
キ
ッ
ク
べ
ー

ス
や
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
は
場
所
を
変
更
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ

カ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
な
ど
の
競
技
が
ク
ラ
ス
対

抗
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
年
生
は
入
学
後
初
め
て
、
二
年

生
に
と
っ
て
も
ク
ラ
ス
替
え
後
初
め
て
の
行
事
で
す
。
生

徒
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
作
っ
た
シ
ャ
ツ
を
着
て
、
一
丸
と

な
っ
て
各
種
目
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
大
い
に
親
睦
を
深

め
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

中
学
校
見
学
会
・
球
技
大
会

中
間
試
験
が
終
わ
っ
た
翌
日
の
五
月
三
十
一
日
に
は

一
、
二
年
生
の
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
年
生
は
府

中
市
郷
土
の
森
博
物
館
に
お
い
て
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
観

賞
し
ま
し
た
。
約
一
時
間
、
夏
の
星
座
や
地
球
の
自
転
を

観
賞
し
、
星
空
の
見
方
や
天
体
観
測
の
歴
史
を
学
び
ま
し

た
。
そ
の
後
、
博
物
館
を
自
由
見
学
し
、
お
昼
に
は
解
散

し
ま
し
た
。
二
年
生
は
昨
年
の
古
典
芸
能
「
能
・
狂
言
」

鑑
賞
に
続
き
、
現
代
演
劇
の
一
流
舞
台
を
楽
し
み
ま
し
た
。

浜
松
町
に
あ
る
劇
団
四
季
の
自
由
劇
場
に
お
い
て
「
解
っ

て
た
ま
る
か
？
」
を
観

劇
し
ま
し
た
。
当
日

は
貸
し
切
り
で
は
な
く
、

一
般
客
や
一
部
の
保
護

者
の
方
と
一
緒
で
、
鑑

賞
の
マ
ナ
ー
の
点
で
心

配
し
ま
し
た
が
態
度
も

よ
く
観
劇
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
会
に
演

劇
に
親
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
六
月
一
日
は

一
、
二
年
生
の
球
技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
日
の
雷

雨
で
四
〇
〇
m
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
状
態
が
悪
く
、
一
部
、
競

技
会
場
を
変
更
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
し
か
し
競
技
開
始

後
に
降
雨
で
中
断
、
あ
わ
や
中
止
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、

ま
た
競
技
会
場
を
変
更
し
再
開
し
ま
し
た
。
実
行
委
員
、

先
生
方
の
判
断
や
ご
苦
労
が
自
然
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

一
年
生
は
中
学
生
に
な
っ
て
、
二
年
生
に
と
っ
て
も
新
し

い
ク
ラ
ス
に
な
っ
て
初
め
て
の
球
技
大
会
で
し
た
が
仲
間

と
力
を
合
わ
せ
、
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

高
等
学
校
遠
足

中
間
試
験
が
終
わ
っ
た
翌
日
の
六
月
一
日
、
高
等
学
校

の
遠
足
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
遠
足
は
場
所
に
よ
っ

て
は
に
わ
か
雨
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
ず
ま
ず
の
天
気
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
遠
足
で
は
先
に
行
わ
れ
た
体
育
大

会
同
様
、
ク
ラ
ス
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
大
き
な
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
高
等
学
校
で
は
ク
ラ
ス
毎
に
遠
足
委
員
が

中
心
と
な
り
、
立
案
、
下
見
を
し
、
出
か
け
て
行
く
と
い

う
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
ま
す
。
い
く
つ
か
の
ク
ラ
ス
は

成
蹊
か
ら
バ
ス
に
乗
っ
て
目
的
地
に
向
か
い
ま
し
た
。
バ

ス
の
中
で
は
ク
イ
ズ
を
出
し
合
っ
た
り
歌
っ
た
り
と
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
奥
多
摩
や
江
ノ

島
、
遠
い
と
こ
ろ
で
は
小
田
原
ま
で
出
か
け
ま
し
た
が
、

楽
し
ん
だ
後
に
、
ほ
と
ん
ど
の
ク
ラ
ス
が
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
し
て
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

中
学
校
修
学
旅
行

例
年
通
り
五
月
二
十
八
日
か
ら
六
月
一
日
の
四
泊
五
日

の
日
程
で
中
学
三
年
生

が
参
加
し
て
修
学
旅
行

を
実
施
し
ま
し
た
。
一

日
目
は
新
幹
線
で
京
都

に
向
か
い
、
法
隆
寺
・

中
宮
寺
、
若
草
山
に
登

り
、
宿
舎
の
ホ
テ
ル
大

和
路
に
入
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
A
B
C
組
は

薬
師
寺
・
浄
瑠
璃
寺
の

コ
ー
ス
で
D
E
F
G
組

が
浄
瑠
璃
寺
・
薬
師
寺
の
コ
ー
ス
を
回
り
、
そ
れ
ぞ
れ
奈

良
公
園
内
で
昼
食
を
と
り
、
午
後
は
公
園
を
班
別
で
散
策

し
ま
し
た
。
三
日
目
は
平
等
院
か
ら
嵯
峨
野
に
向
か
い
昼

食
を
と
っ
て
広
隆
寺
・
二
条
城
・
東
寺
を
回
り
、
宿
舎
で

あ
る
洛
兆
に
入
り
ま
し
た
。
四
日
目
は
一
日
班
別
行
動
で

嵯
峨
野
（
天
竜
寺
）
・
洛
西
（
金
閣
寺
）
・
東
山
（
銀
閣

寺
）
を
散
策
し
ま
し
た
。

最
終
日
は
三
十
三
間
堂
・
清
水
寺
を
回
り
昼
食
は
知
恩

院
で
と
り
、
午
後
の
新
幹
線
で
帰
京
し
ま
し
た
。
こ
の
修

学
旅
行
で
は
事
前
に
国
語
や
歴
史
、
美
術
等
の
授
業
で
学

ん
だ
史
跡
や
建
築
物
、
仏
像
、
美
術
品
な
ど
を
現
地
で
触

れ
、
日
本
の
文
化
に
つ
い
て
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
理
解
を

深
め
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

進
学
状
況

今
年
の
成
蹊
大
学
へ
の
内
部
推
薦
者
は
卒
業
生

三
百
二
十
三
名
の
う
ち
四
三
・
三
％
の
百
四
十
名
で
し
た
。

こ
れ
は
昨
年
度
の
百
二
十
九
名
、
一
昨
年
の
百
三
名
と
比

べ
て
順
調
に
伸
び
て
き
て
お
り
、
校
長
自
ら
生
徒
や
保
護

者
に
向
け
て
、
成
蹊
大
学
の
特
徴
や
良
さ
を
説
明
し
、
一

貫
教
育
校
な
ら
で
は
の
高
大
協
力
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
る

結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
国
公
立
大

学
で
は
お
茶
の
水
女
子
大
学
へ
三
名
、
東
京
工
業
大
学
へ

二
名
（
浪
人
一
名
を
含
む
）
等
全
部
で
二
十
三
名
（
浪
人

十
二
名
を
含
む
）
が
合
格
し
ま
し
た
。
現
役
で
の
大
学
進

学
者
は
内
部
推
薦
者
も
含
め
て
二
百
四
十
一
名
、
現
役
入

学
率
は
七
四
・
六
％
で
今
後
も
さ
ら
な
る
現
役
進
学
率
の

向
上
を
め
ざ
し
、
一
層
の
努
力
を
重
ね
る
所
存
で
す
。

運動部・文化部の活躍
中学校
●演劇部
東京私立中学演劇発表会（私学大
会）に参加　
開催日：6／17　
場所：東京華学園講堂
演目：「沙良」（作：宮本浩司教諭）

●野球部
第 9ブロック春季大会優勝
春季都大会出場

●硬式庭球部
東京都中学生テニス選手権大会に
出場

〈個人の部〉
男子シングルス　ベスト8
有我雄汰（関東大会出場決定）

男子シングルス　ベスト32
藤牧梓

女子シングルス　ベスト32
池田玲（6/10関東大会出場をかけて試合）

男子ダブルス　　ベスト8
有我雄汰・三浦大義（関東大会出場決定）
志村太和・石川誠太（関東大会出場決定）

女子ダブルス　　ベスト16
山内亜子・池田玲（関東大会出場決定）
都甲真利・波夛野香

〈団体の部〉
男子団体　準優勝
（関東大会出場決定）
女子団体　第3位
（関東大会出場決定）

高等学校
●バドミントン部
東京都高等学校バドミントン新人
Ⅱ部大会出場
〈個人〉

Bブロック　3位
内山圭子・森田有香（ともに現高2）

●天文気象部
3年生の飯嶋カンナ・加藤美彩が
学会で一般発表

●硬式庭球部
東京都テニス選手権大会出場
〈団体／出場校数約270校〉
男子団体　3位
女子団体　5位

男子関東大会出場
〈個人〉
男子ダブルス　3位
増井康亮・中郡翔太郎（関東大会出場）
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施
し
ま
し
た
。

磯
で
の
生
物
採
集
や
観
察
・
海
水
か
ら
の
塩
作
り
な
ど

の
海
浜
学
習
と
と
も
に
、
新
し
い
開
設
地
の
特
色
を
生
か

し
た
班
別
体
験
学
習
や
ク
ラ
フ
ト
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

二
年
生
夏
の
学
校
は
、
六
月
五
日
か
ら
八
日
ま
で
の
三

泊
四
日
で
、
学
園
箱
根
寮
を
宿
舎
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

箱
根
な
ら
で
は
の
広
々
と
し
た
乗
風
台
で
の
散
策
や

遊
び
の
ほ
か
、
今
年
は
芦
ノ
湖
一
周
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
一
年
生
は
七
月
十
六
日
か
ら
箱
根
、
三
年

生
は
七
月
二
十
日
か
ら
箱
根
、
五
年
生
は
七
月
十
九
日
か

ら
裏
磐
梯
、
六
年
生
は
七
月
十
八
日
か
ら
千
葉
県
岩
井
へ
、

そ
れ
ぞ
れ
夏
の
学
校
に
出
か
け
ま
す
。

昨
年
度
は
天
候
不
順
に
悩
ま
さ
れ
た
夏
の
学
校
で
し
た

が
、
今
年
度
は
全
学
年
が
晴
天
の
下
で
安
全
第
一
の
夏
の

学
校
を
実
施
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

春
の
遠
足

快
晴
の
四
月
二
十
七
日
に
実
施
し
た
春
の
全
校
遠
足
は
、

小
学
校
H
P
を
も
と
に
紹
介
し
ま
す
。

●
一
年
生
と
六
年
生
の
遠
足

一
、
六
年
生
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
同
士
手
を
つ
な
ぎ
、
小

学
校
か
ら
井
の
頭
自
然
文
化
園
ま
で
歩
き
ま
し
た
。
園
に

入
っ
て
昼
食
場
所
を
確
保
し
記
念
撮
影
を
し
た
後
は
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
自
由
行
動
。
モ
ル
モ
ッ
ト
を
抱
い
た
り
動

物
を
見
て
回
っ

た
り
し
な
が
ら

交
流
を
深
め
ま

し
た
。
昼
食
後
、

六
年
生
が
用
意

し
た
お
や
つ
を

一
年
生
と
楽
し

み
、
遊
具
広
場

で
遊
ん
だ
り
し

て
、
最
後
に
六

年
生
は
一
年
生

を
保
護
者
に
引

き
渡
し
て
無
事

解
散
し
ま
し
た
。

●
二
年
生
の
遠
足

二
年
生
は
青
梅
丘
陵
・
青
梅
鉄
道
公
園
で
す
。
青
梅

線
宮
ノ
平
駅
を
出
発
し
、
四
十
五
分
ほ
ど
山
登
り
を
し
て
、

青
梅
丘
陵
の
屋
根
に
上
が
り
、
そ
こ
か
ら
な
だ
ら
か
な
下

り
を
五
十
分
ほ
ど
歩
い
て
、
青
梅
鉄
道
公
園
に
到
着
し
ま

し
た
。
杉
の
林
や
コ
ナ
ラ
の
森
の
中
を
気
持
ち
よ
く
歩
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
登
り
で
も
遅
れ
る
こ
と
な
く
、
元

気
に
歩
く
姿
は
、
な
か
な
か
立
派
で
し
た
。
鉄
道
公
園
で

は
、
楽
し
い
お
弁
当
と
お
や
つ
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

●
三
年
生
の
遠
足

三
年
生
は
高
尾
山
で
す
。
昨
秋
は
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
も
使

い
ま
し
た
が
、
今
回
は
全
て
徒
歩
で
の
登
山
で
す
。
一
号

路
を
四
十
分
ほ
ど
登
り
見
晴
台
で
休
憩
、
途
中
か
ら
四
号

路
に
入
り
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
進
む
と
、
つ
り
橋
が
見
え

て
き
ま
す
。
全
長
三
〇
m
の
頑
丈
な
つ
り
橋
で
す
が
、
国

語
科
で
『
つ
り
橋
わ
た
れ
』
の
学
習
を
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
み
ん
な
大
喜
び
で
し
た
。
山
頂
で
の
お
弁
当
、
自

由
時
間
を
経
て
、
尾
根
伝
い
の
見
晴
ら
し
の
よ
い
稲
荷
山

コ
ー
ス
を
下
山
し
ま
し
た
。

●
四
年
生
の
遠
足

四
年
生
は
陣
馬
山
登
山
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
藤
野
駅
を

出
発
し
登
山
口
か
ら
す
ぐ
に
始
ま
る
急
な
登
り
道
は
、
か

な
り
き
つ
い
も
の
で
し
た
。
で
も
、
そ
ん
な
つ
ら
さ
を
頬

に
あ
た
る
冷
た
い
風
が
和
ら
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
山
間
に

く
っ
き
り
と
浮
か
ぶ
富
士
山
を
眺
め
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
十
二
時
前
に
は
山
頂
に
到
着
、
な
か
な
か
の
健
脚
ぶ

り
を
発
揮
し
ま
し
た
。
下
り
は
明
王
峠
を
経
て
相
模
湖
ま

で
の
道
の
り
で
し
た
が
、
ど
こ
ま
で
も
続
き
そ
う
な
長
い

下
り
道
に
「
爪
先
が
痛
い
！
」
と
い
う
子
も
い
ま
し
た
。

●
五
年
生
の
遠
足

軍
畑
駅
か
ら
高
水
山
（
七
五
九
m
）
、
岩
茸
石
山
（
七
九
三

m
）
、
惣
岳
山
（
七
五
六
m
）の
三
山
に
登
り
、
御
嶽
駅

へ
と
下
り
て
い
き
ま
し
た
。
よ
い
天
気
に
恵
ま
れ
、
ま
た

遠
足
が
集
中
す
る
日
で
も
あ
っ
た
た
め
か
、
常
に
他
校
の

多
く
の
子
ど
も
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
途
中
、
景

色
が
よ
い
岩
茸
石
山
の
山
頂
で
昼
食
、
集
合
写
真
も
撮
り

ま
し
た
。
標
高
差
五
〇
〇
m
、
急
な
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
も
あ

り
、
き
つ
い
行
程
で
し
た
が
、
約
一
〇
㎞
の
道
の
り
を
全

員
粘
り
強
く
歩
き
通
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
途
中
休
憩

も
含
め
約
五
時
間
の
山
行
と
な
り
ま
し
た
。

北
京
大
学
附
属
小
学
校
と
の
交
流

五
月
二
十
五
日
と
二
十
六
日
の
両
日
、
北
京
大
学
附
属

小
学
校
の
男
子
児
童
（
棒
球
代
表
団
）
十
四
名
と
尹
超
校

長
他
四
名
の
先
生
方
が
、
成
蹊
小
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

一
昨
年
の
清
華
大
学
附
属
小
学
校
の
訪
問
と
同
様
に
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
R
B
A
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の

お
世
話
と
、
中
国
人
民
対
外
友
好
協
会
並
び
に
中
国
友
好

和
平
発
展
基
金
会
の
支
援
で
実
現
し
た
も
の
で
す
。

初
日
の
交
流
会
で
は
、
本
校
六
年
生
が
準
備
し
た
太
鼓

の
演
奏
や
漢
字
ク
イ
ズ
な
ど
で
和
や
か
に
歓
迎
。
翌
日
は
、

小
学
校
ポ
プ
ラ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
両
校
野
球
部
の
親
善
試

合
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
身
振
り
手
振
り
で

盛
ん
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
合
う
な
ど
、
積
極

的
に
交
流
を
深
め
よ
う
と
す
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

今
回
の
訪
問
に
対
し
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
、

両
校
の
親
善
試
合
が
日
中
友
好
の
架
け
橋
と
な
る
こ
と
を

期
待
す
る
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

小学校の近況

小
学
校
校
舎
新
築
工
事
・
地
鎮
祭

五
月
晴
れ
の
五
月
二
十
一
日
、
小
学
校
校
舎
新
築
工
事

の
地
鎮
祭
が
滞
り
な
く
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
園
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
小

学
校
で
は
少
人
数
教
育
に
対
応
す
る
校
舎
を
中
心
に
し
た

施
設
再
開
発
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
そ
の
着

工
に
向
け
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

成
蹊
学
園
の
「
個
性
を
持
っ
た
自
立
的
な
人
間
の
創

造
」
と
い
う
教
育
理
念
の
も
と
、
小
学
校
は
「
自
立
・
連

帯
・
創
造
」
を
二
十
一
世
紀
の
子
ど
も
像
、
教
育
目
標
と

し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

校
舎
新
設
に
お
い
て
も
、
坂
茂
建
築
設
計
・
株
式
会
社

三
菱
地
所
設
計
の
ご
尽
力
で
、
こ
の
教
育
目
標
に
呼
応
し

た
「
自
立
」
す
る
教
室
空
間
・
「
連
帯
」
す
る
ワ
ー
ク
ス

ペ
ー
ス
・
図
書
館
や
多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど
の
「
創
造
」
の

場
の
構
想
を
具
体
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
、
戸
田
建
設
株
式
会
社
に
よ
る
校
舎
新
築
工
事
が

無
事
故
・
無
災
害
に
て
無
事
竣
工
す
る
こ
と
を
、
小
学
校

一
同
心
よ
り
祈
念
し
た
地
鎮
祭
で
し
た
。

平
成
十
九
年
度　

入
学
式

四
月
九
日
、
入
学
式
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
の
入
学
者

は
新
一
年
生
百
十
二
名
、
国
際
学
級
新
四
年
生
十
一
名
の

計
百
二
十
三
名
で
し
た
。

新
入
生
は
三
月
末
に
は
満
開
と
な
っ
た
桜
並
木
で
在

校
生
の
歓
迎
を
受
け
、
学
園
大
講
堂
で
六
年
生
の
「
威

風
堂
々
」
の
演
奏
に
迎
え
ら
れ
て
無
事
入
学
式
を
終
了

し
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
「
威

風
堂
々
」
の
後

半
に
「
喜
び
の

歌
」
を
挿
入
す

る
と
い
う
新
し

い
工
夫
を
織
り

込
ん
だ
演
奏
で

新
入
生
を
歓
迎

し
ま
し
た
。

仮
設
校
舎
か

ら
の
ス
タ
ー
ト

と
な
っ
た
新
入

生
で
す
が
、
入

学
後
三
ヶ
月
、
す
っ
か
り
成
蹊
小
学
校
の
生
活
に
馴
染
ん

で
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
新
一
年
生
が
卒
業
す
る
の

は
二
〇
一
二
年
度
、
学
園
創
立
一
〇
〇
周
年
の
年
に
あ
た

り
ま
す
。
施
設
再
開
発
に
伴
い
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
小

学
校
で
す
が
、
一
人
ひ
と
り
が
、
健
や
か
に
そ
し
て
個
性

豊
か
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

運
動
会

「
走
れ　

跳
べ　

ポ
プ
ラ
を
吹
い
て
く　

風
に
な
れ
」

こ
れ
が
今
年
の
運
動
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
し
た
。
予
定
さ

れ
て
い
た
五
月
十
九
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で
グ
ラ
ウ
ン

ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
整
わ
ず
、
二
十
日
の
日
曜
日
に
延

期
し
て
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

晴
天
の
ポ
プ
ラ
グ
ラ
ン
ド
で
、
子
ど
も
た
ち
が
演
技

に
競
技
に
力
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
今
年
は
い
ず

れ
の
学
年
も
自
分
た
ち
の

出
場
機
会
に
全
力
を
あ
げ

る
ば
か
り
で
な
く
、
他
学

年
の
演
技
や
競
技
を
熱
心

に
応
援
・
声
援
す
る
姿

勢
が
目
立
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
手
狭
な

会
場
で
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
来
校
さ
れ
た
多

く
の
保
護
者
の
方
々
が

譲
り
合
っ
て
の
応
援
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。

入
学
以
来
も
っ
と
も
長
い
時
間
を
学
校
で
過
ご
す

こ
と
に
な
っ
た
一
年
生
も
、
強
い
日
差
し
の
中
、
最

後
ま
で
集
中
し
て
い
た
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
そ
し
て
、

運
動
会
の
諸
係
を
担
当
し
た
五
、
六
年
生
二
百
四
十
七
名

の
子
ど
も
た
ち
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
の
仕
事
を
積
極
的

に
受
け
持
っ
て
運
動
会
を
立
派
に
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。

な
お
、
昨
年
同
様
、
教
員
相
互
交
換
事
業
の
一
環
と
し

て
甲
南
小
学
校
の
三
人
の
先
生
方
が
運
動
会
前
日
か
ら
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
前
日
準
備
・
運
動
会
当
日
と
両
日
に
わ

た
っ
て
行
事
の
流
れ
を
見
学
し
て
い
た
だ
く
有
意
義
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

夏
の
学
校

今
年
度
か
ら
、
四
年
生
夏
の
学
校
の
開
設
地
を
千
葉
県

の
白
浜
に
移
設
し
ま
し
た
。
昨
年
ま
で
利
用
し
て
い
た
神

奈
川
県
三
浦
の
宿
舎
が
改
築
工
事
の
た
め
使
用
で
き
な
く

な
っ
た
た
め
で
す
。
こ
の
た

め
、
九
月
初
旬
に
実
施
し
て

い
た
四
年
生
夏
の
学
校
を
、

六
月
初
旬
の
二
年
生
夏
の
学

校
と
同
時
期
に
開
催
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

四
年
生
夏
の
学
校
は
、

六
月
三
日
か
ら
七
日
ま
で

の
四
泊
五
日
で
、
千
葉
県

南
房
総
市
の
リ
ゾ
ー
ト
イ

ン
白
浜
を
宿
舎
と
し
て
実

学園の“いま”をお知らせします。

上級生たちに迎えられて
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完成予想図

両校野球部の親善試合にて記念撮影
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学校法人成蹊学園の2006年度決算は、学園監事および公認会計士
の監査を受け、5月30日の理事会・評議員会において、確定いたしま
した。2006年度の消費収支のバランスを表す消費収支計算書（第1
表）についての概要は、次のとおりです。
納付金、手数料、補助金、資産運用収入などの本学園に帰属する

「帰属収入」は合計で150億86百万円となりました。また、「基本金
組入額」の合計は25億20百万円となり、うち第1号基本金は、2006
年度に建設・購入などにより取得した、建物、建設仮勘定、機器備品、
図書などの資産分として7億66百万円、第2号基本金は将来の校舎取得
等を目的とした施設設備整備資金の積上げに係る計画組入分の16億円、
第3号基本金は三菱留学生奨学金基金などの積上げ分の154百万円と
なっています。
帰属収入からこの基本金組入額を控除した額が、消費（支出）に充

当できる「消費収入」で、その額は125億66百万円となりました。
一方、教職員の人件費、教育研究・管理経費（減価償却額を含む）、

借入金利息などの「消費支出」の合計は、136億32百万円となり、こ
の結果、消費収入から消費支出を差し引いた消費収支差額は、10億66
百万円の消費支出超過となりました。
消費収支計算書の主な増加・減少要因などは次のとおりです。

●納付金は帰属収入に占める最大の収入要因であり､その割合は約
73%となりました。

●補助金の増加は、補助金申請対象の教員数が増えたことや私立学校
施設整備費補助金の申請が採択されたことなどによります。

●教育研究経費は委託費や光熱水費の節減等により減少しました。
●当年度の収支差額は34億91百万円を見込んでおりましたが、帰属収
入が3億66百万円増加したこと、消費支出が3億35百万円減少した
こと、および基本金組入額が17億24百万円減少したことから、10
億66百万円の消費支出超過にとどまりました。
第2表の資金収支計算書は、教育研究など学園全体の諸活動に伴う

資金の動きが全て網羅されています。総額は298億93百万円となり、
次年度繰越支払資金は97億95百万円となりました。
2006年度に実施した主な事業は次の通りです。
　

大学院整備・学部改編
2006年5月に行われた新司法試験において、本学法科大学院3月

修了生中25名が受験し、そのうち11名が合格しました。その合格率
44％は、全国の法科大学院の平均とほぼ同じであり、社会人学生が半
数を超える中で、修了率と合格率の高い法科大学院として一定の評価
を得るところとなっています。2007年3月には法務専攻2年履修生21
名中19名、同3年履修生35名中28名が修了しました。また、丸の内に
開設された成蹊サテライトオフィスには、法科大学院の授業教室と双
方向で結び合う情報ネットワークシステムを設置し、社会人学生が授
業を継続して受講できるようにしました。
　

創立100周年記念事業
●情報図書館の建築工事が2006年6月に竣工し、その後、大学の後
期授業の開始日に合わせて9月から利用に供されるところとなりま
した。情報機器の利用と文献の利用とを組み合わせた新しい学習環
境のほか、利用しやすく居住性の高い館内環境や優れた立地条件に
よって、情報図書館は、学生のキャンパスライフに活気を与える施
設となりました。　

●情報図書館の利用開始に引き続き、旧大学図書館棟を新大学1号
館・2号館に全面改修し、2007年4月から使用に供しています。新
大学1号館には、キャリア支援センター、国際教育センターなどの
事務室のほか、大学院生の研究室などが配置されました。新大学2
号館は、強化ガラス壁面を多用した透明感の高いゼミナール教室37
室からなるゼミ棟として整備されました。

●2006年7月に着工した中学校ホームルーム棟は、2007年8月竣工を
めざして建築工事が順調に進んでいます。新築校舎と接続する中高
中央館の改修工事も併せて実施される予定です。

●2007年4月着工予定の小学校新校舎の実施設計図面の取りまとめが
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完了し、施工会社の選定や監督官庁への申請手続きなど、建築工事
の準備が進みました。工事期間中の代替施設となるトンネル山校舎
を大学共用教室から、小学校専用教室に改修しました。

研究活動の高度化
ハイテク・リサーチ・センター事業
文部科学省が推進する私立大学学術研究高度化推進事業の研究助成

金を受けてスタートした、大学院工学研究科のハイテク・リサーチ・
センター事業は、3つの研究プロジェクトを5ヵ年計画で進める3年目
の事業展開において、着実な研究活動が進められ、文部科学省に研究
成果中間報告書を提出しました。
現代的教育ニーズ取り組み支援プログラム
文部科学省が行う大学改革推進等補助金（大学改革推進事業）を

受けて実施した法学部の現代的教育ニーズ取り組み支援プログラム
（事業名称：進化する教養教育と国際化新人材の育成）は、平成18
（2006）年度から3年間を実施期間として開始されました。中国語発
音練習に使用できる教材ソフトの開発作業が、本学理工学部助手、及
び医療用計測器メーカーの支援を得て進んでいます。

学習・教育支援体制の整備
●大学7・8号館教育研究用クライアントサーバーシステムを更新しま
した。　

●大学3号館2階マルチメディアルームに教材編集室を新設しました。
●大学の4学部の授業科目のシラバスが、ウェブによるシラバスデー
タベースシステムで編集・閲覧できるようになりました。

●学生生活ガイドブックを6年ぶりに全面改訂しました。    
●中学校入学試験科目の内容変更などに関する特別広報や受験者の動
向調査を実施しました。

●バリアフリー区域の拡張のため大学3号館の1階に自動ドアを増設し
ました。

2006年度 決算および事業報告について

第１表【消費収支計算書】
2006（平成18）年4月1日から2007（平成19）年3月31日  まで （単位：百万円）
消費収入の部

科　目 予　算 決　算 差　異
学生生徒等納付金 11,046 11,013 △ 33
手数料 596 649 53
寄付金 474 470 △ 4
補助金 1,519 1,751 232
資産運用収入 352 417 65
事業収入 251 257 6
雑収入 482 529 47
帰属収入合計 14,720 15,086 366
基本金組入額合計 △ 4,244 △ 2,520 1,724
消費収入の部合計 10,476 12,566 2,090

消費支出の部
科　目 予　算 決　算 差　異

人件費 8,071 8,038 △ 33
（教職員等人件費） （7,684） （7,594） （△ 90）
（退職給与引当金繰入額） （387） （444） （57）
教育研究経費 4,606 4,437 △ 169
（うち減価償却額） （1,689） （1,795） （106）
管理経費 1,034 1,011 △ 23
（うち減価償却額） （174） （172） （△ 2）
借入金等利息 56 57 1
資産処分差額 55 75 20
徴収不能引当金繰入額 14 6 △ 8
徴収不能額 0 8 8

〔予備費〕 （99） △ 131131 
消費支出の部合計 13,967 13,632 △ 335
当年度消費収支差額 △ 3,491 △ 1,066
前年度繰越消費収支差額 △ 674 △ 674
次年度繰越消費収支差額 △ 4,165 △ 1,740

第２表【資金収支計算書】
2006（平成18）年4月1日から2007（平成19）年3月31日まで （単位：百万円）
収入の部

科　目 予　算 決　算 差　異
学生生徒等納付金収入 11,046 11,013 △ 33
手数料収入 596 649 53
寄付金収入 474 461 △ 13
補助金収入 1,519 1,751 232
資産運用収入 352 417 65
資産売却収入 799 899 100
事業収入 251 257 6
雑収入 482 529 47
借入金等収入 0 0 0
前受金収入 2,026 2,420 394
その他の収入 7,897 6,128 △ 1,769
資金収入調整勘定 △ 2,932 △ 3,148 △ 216
前年度繰越支払資金 8,517 8,517
収入の部合計 31,027 29,893 △ 1,134
支出の部

科　目 予  　算 決　　算 差　　異
人件費支出 8,445 8,361 △ 84
（教職員等人件費支出） （7,684） （7,594） （△ 90）
（退職金支出） （761） （767） （6）
教育研究経費 2,917 2,641 △ 276
管理経費支出 860 839 △ 21
借入金等利息支出 56 57 1
借入金等返済支出 172 173 1
施設関係支出 4,398 3,105 △ 1,293
設備関係支出 679 469 △ 210
資産運用支出 5,201 4,824 △ 377
その他の支出 669 802 133

〔予備費〕 （99） △ 251251
資金支出調整勘定 △ 477 △ 1,173 △ 696
次年度繰越支払資金 7,856 9,795 1,939
支出の部合計 31,027 29,893 △ 1,134

第 3表【貸借対照表】
2007（平成19）年3月31日 （単位：百万円）
資産の部

科　目 本年度末 前年度末 増　減
固定資産 76,370 76,171 199
有形固定資産 43,561 42,020 1,541
　土地 6,237 6,111 126
　建物・構築物 30,388 26,359 4,029
　教育研究用・その他の機器備品 1,604 1,645 △ 41
　図書 4,666 4,507 159
　その他 3 5 △ 2
　建設仮勘定 663 3,393 △ 2,730
その他の固定資産 32,809 34,151 △ 1,342
　有価証券 6,857 7,356 △ 499
　特定資産 25,590 26,466 △ 876
　その他 362 329 33

流動資産 10,989 9,832 1,157
　現金預金 9,795 8,517 1,278
　有価証券 499 799 △ 300
　その他 695 516 179

資産の部合計 87,359 86,003 1,356

負債の部
科　目 本年度末 前年度末 増　減

固定負債 6,170 6,704 △ 534
長期借入金 863 1,036 △ 173
長期未払金 42 80 △ 38
退職給与引当金 5,265 5,588 △ 323

流動負債 3,837 3,401 436
前受金 2,420 2,473 △ 53
その他 1,417 928 489

負債の部合計 10,007 10,105 △ 98

基本金の部
科　目 本年度末 前年度末 増　減

第１号基本金 66,574 63,765 2,809
第２号基本金 3,400 3,843 △ 443
第３号基本金 8,034 7,880 154
第４号基本金 1,084 1,084 0
基本金の部合計 79,092 76,572 2,520

消費収支差額の部
科　目 本年度末 前年度末 増　減

次年度繰越消費収支差額 △ 1,740 △ 674 △ 1,066
消費収支差額の部合計 △ 1,740 △ 674 △ 1,066

科　目 本年度末 前年度末 増　減
負債の部、基本金の部
および消費収支差額の部合計 87,359 86,003 1,356 

2006年度消費収支計算書を図で表すと、次のとおりです。
※1 2006年度は消費支出超過だったため、各比率の合計が100%を超

えます。
※2 基本金組入額は、決算書では帰属収入から控除することになってい

ますが、図表では支出額に加えて表示しています。
※3 総額は、消費支出と基本金組入額を加えた額となっていますが、

各科目の構成比率は帰属収入合計（150億86百万円）を100％と
して表示しています。

総額

 納付金
（73.0%）
110億13百万円

補助金
  （11.6%）
17億51百万円

教育研究
管理経費他
（37.1%）
55億94百万円

人件費
   （53.3%）
80億38百万円

手数料寄付金他
（15.4%）
23億22百万円

消費支出＋基本金組入額
161億52百万円

※3

※2

※1

基本金組入額
（16.7%）
25億20百万円

消費支出
超過額
（7.1%）
10億66百万円
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中
学
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
棟
が

新
し
く
な
り
ま
す

新
高
校
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
棟
完
成

（
二
〇
〇
九
年
一
月
使
用
開
始
予
定
）
ま

で
高
校
生
が
一
時
新
中
学
ホ
ー
ム
ル
ー
ム

棟
を
使
用
し
、
中

学
生
は
二
〇
〇
八

年
冬
よ
り
新
校

舎
を
使
用
す
る

予
定
で
す
。

学
園TOPICS

成蹊から
お伝えしたいこと

仙
台
・
名
古
屋
二
会
場
で
地
域
懇
談
会
を
開
催

該
当
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
へ
は
、
別
途
ご
案
内
状
を
差

し
上
げ
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
〉
在
学
生
保
証
人
・
卒
業
生

成蹊地域懇談会

仙台会場
日時：2007年9月1日（土）
 14:00～16:30
会場：仙台サンプラザホテル
 ローズの間
対象地域：青森県・秋田県
 岩手県・山形県
 宮城県・福島県

名古屋会場
日時： 2007年10月28日（日）
 16:00～18:45
会場： キャッスルプラザホテル
 3階　孔雀の間（北）（南）
対象地域：静岡県・岐阜県
 愛知県・三重県

お問い合わせ先
成蹊学園広報課

電話：0422-37-3517

〈お詫びと訂正〉
成蹊学園広報65号12頁「大学の近況」に掲載いた
しました、2007年3月卒業生の主な就職企業について、
一部誤りがありました。工学部卒業生の就職企業のう
ち、大学院の数が含まれておりませんでした。お詫び
と訂正申し上げます。
正しくは下記の表となります。

工学部（大学院含む） 人数（人）

東芝 5
清水建設 3
大日本印刷 3
三菱電機 3
日本電気 3
富士通 3
沖電気工業 3
スズキ 3
凸版印刷 2
共同印刷 2
グラクソ・スミスクライン 2
ノバルティスファーマ 2
石川島播磨重工業 2
キヤノンファインテック 2
アンリツ 2
スタンレー電気 2
山武 2
横河電機 2
カヤバ工業 2
本田技研工業 1
日産自動車 1
三菱自動車工業 1
日野自動車 1
いすゞ自動車 1
マツダ 1
アイシン精機 1
小糸製作所 1
ヤマハ発動機 1
ヤマハ 1
明治製菓 1
サッポロビール 1
マルハ 1
日立製作所 1
トプコン 1
リコー 1

成
蹊
学
園「
建
学
の
日（
三
月
二
十
三
日
）」に

向
け
て「
エ
ッ
セ
イ
」を
募
集
し
ま
す

 

成
蹊
学
園
で
は
三
月
二
十
三
日
の
「
建
学
の
日
」
を
記

念
す
る
新
し
い
行
事
と
し
て
、
中
村
先
春
二
先
生
に
関
す
る

こ
と
や
成
蹊
教
育
に
関
す
る
内
容
を
「
私
の
成
蹊
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
の
エ
ッ
セ
イ
と
し
て
募
集
し
、
優
秀
作
品
を
選
考

し
、
表
彰
・
公
表
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
小
学
生
に

は
、
「
中
村
春
二
先
生
へ
の
お
手
紙
」
を
募
集
し
ま
す
。

皆
様
奮
っ
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
募
集
対
象　

成
蹊
中
学
・
高
等
学
校
生
徒
、

 

成
蹊
大
学
生
・
大
学
院
生
、

 

教
職
員
、卒
業
生
、桃
友
会
員

●
募
集
期
間　

十
月
三
十
一
日（
水
）ま
で

●
宛
先 

soum
u@

jim
.seikei.ac.jp

　

〒
1
8
0-

8
6
3
3

　

武
蔵
野
市
吉
祥
寺
北
町
3-

3-

1

　

成
蹊
学
園
総
務
部
総
務
課

※
郵
便
消
印
有
効
、メ
ー
ル
で
の
応
募
も
可
能

詳
細
は
H
P
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w.seikei.ac.jp/gakuen/soum
u/essay/index.htm

l
工学部（大学院含む） 人数（人）

協和エクシオ 1
三菱マテリアル 1
三菱鉛筆 1
ＩＮＡＸ 1
トヨタ紡織 1
みずほ銀行 5
三菱東京ＵＦＪ銀行 1
中央三井信託銀行 1
日本生命保険 1
野村證券 1
コニカミノルタビジネスソリューションズ 1
ポーラ化粧品本舗 1
中央香料 1
JR東日本 4
トヨタテクニカルディベロップメント 3
三井住友海上システムズ 3
第一生命情報システム 3
損保ジャパン・システムソリューション 3
東京電力 2
東京海上日動システムズ 2
住商情報システム 2
三菱スペース・ソフトウエア 2
みずほ情報総研 2
菱友システムズ 2
電通テック 1
三菱総研ＤＣＳ 1
野村総合研究所 1
帝国データバンク 1
NTTデータ 1
NTT東日本 1
三菱電機ビルテクノサービス 1
東京都庁 1
警視庁 1
神奈川県警察本部 1
成蹊学園 1
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成蹊
教育の

成蹊の“学び”を
レポート

01No.いま

全学部統一入試（E方式）はじまる！
成蹊大学では2008年度入試より「全学部統一入試（E方式）」を導入します。これは経済・法・文・理工の全学部で、

統一の試験問題により選抜する本学独自の2教科試験です。

募 集 年 次 募 集 人 員 出　願　期　間 試　験　日 合格発表日

高等学校
第1学年 男女約80名  1月 25日（金）～ 1月 29日（火）   2月 10日（日）  2月 11日（月）
海外帰国生 第1学年男女約15名  2月 2日（土）～ 2月 6日（水）   2月 14日（木）  2月 15日（金）
第2学年転編入 男女若干名  3月 17日（月）～ 3月 19日（水）   3月 14日（金）  3月 15日（土）

中学校

第1学年 第1回：男子約55名 女子約40名／第2回：男子約20名 女子約15名  1月 21日（月）～ 1月 24日（木）窓口受付（第2回のみ）2月3日（日）10：00～15：00 第1回：2月1日（金）／第2回：2月4日（月） 第1回：2月2日（土）／第2回：2月5日（火）

国際学級 9月期入学 第1学年男女若干名  6月 11日（月）～ 6月 19日（火）  7月 3日（火）  7月 4日（水）
4月期入学 第1学年男女10名／第3学年男女若干名 ※状況により2次募集を実施  12月 10日（月）～ 12月 15日（土）  1月 9日（水）  1月 11日（金）

中2帰国生編入 第2学年男女若干名  12月 10日（月）～ 12月 15日（土）  1月 9日（水）  1月 11日（金）

小学校
第1学年 112名（男子56名／女子56名）  10月 1日（月）～10月 3日（水）

男子：11月1日（木）午前と2日（金）～4日（日）の1日
女子：11月1日（木）午後と2日（金）～4日（日）の1日
保護者面談（男女とも）11月2日（金）～4日（日）の1日

 11月 5日（月）

国際学級
第4学年

9月期入学 若干名  6月 4日（月）～ 8月 22日（水）  9月 1日（土）  9月 3日（月）
4月期入学 16名  1月 10日（木）～ 2月 26日（火）  3月 1日（土）  3月 3日（月）

二
〇
〇
八
年
度　

入
学
試
験
日
程

学　部 学　科 募 集 人 員 一 次 審 査 一次審査合格発表 二 次 審 査 二次審査合格発表一 般 特 別
経済学部 経済経営学科 25

帰国生特別受験
社会人特別受験
外国人特別受験

各学科若干名の募集と
なります。

10月27日（土） 11月2日（金） 11月10日（土） 11月17日（土）

法学部 法律学科 6
政治学科 4

文学部

英米文学科 6
日本文学科 2
国際文化学科 5
現代社会学科 6

理工学部
物質生命理工学科 10 審　査 合格発表日
情報科学科 10 10月28日（日） 11月17日（土）エレクトロメカニクス学科 10

学　部 学　科 募集人員 出　願　期　間 試　験　日 合 格 発 表 日C方式 S方式
経済学部 経済経営学科 30 5

1月5日（土）～1月18日（金）
《消印有効》

1月19日（土）
1月20日（日）

［ 大学入試センター試験日 ］
本学での二次試験は実施しません。

2月8日（金）

法学部 法律学科 36 4
政治学科 24 2

文学部

英米文学科 8 2
日本文学科 8 2
国際文化学科 7 2
現代社会学科 8 2

理工学部
物質生命理工学科 22 3
情報科学科 25 3

エレクトロメカニクス学科 25 3

学　部 学　科 募集人員 出　願　期　間 試　験　日 合 格 発 表 日

経済学部 経済経営学科 地歴公民型 140

1月5日（土）～1月31日（木）
《消印有効》

ただし2月1日（金）は
本学で窓口受付を行います。

2月13日（水） 2月20日（水）数学型 50

法学部 法律学科 100 2月14日（木） 2月21日（木）政治学科 50

文学部
　

英米文学科 60

2月12日（火） 2月19日（火）日本文学科 43
国際文化学科 52
現代社会学科 48

理工学部
物質生命理工学科 40

2月11日（月） 2月18日（月）情報科学科 40
エレクトロメカニクス学科 40

学　部 学　科 募集人員 出　願　期　間 試　験　日 合 格 発 表 日
経済学部 経済経営学科 30

1月5日（土）～1月23日（水）
《消印有効》 2月3日（日） 2月8日（金）

法学部 法律学科 20
政治学科 10

文学部

英米文学科 6
日本文学科 6
国際文化学科 6
現代社会学科 6

理工学部
物質生命理工学科 10
情報科学科 10

エレクトロメカニクス学科 10

●E方式：2教科型

●A方式：3教科型

●C方式：3教科型／S方式：5科目型（大学入試センター試験利用型）

●AOマルデス入学試験

高等学校・中学校・小学校

大学

18

Point1 Point2 Point3 Point4 Point5
基礎学力を測る
2教科試験 試験開始は

午後から

1回の試験で
複数学部に
出願可能

他の一般入試との
併願可能

試験会場は
本学と池袋の
2会場

※文系3学部に限ります
※同一学部内での
学科併願はできません

遠方からの日帰り受験も
可能です

※2会場のうち
いずれかになります

経済学部・法学部・文学部は
「国語」と「英語」

理工学部は「数学」と「英語」

日
常
生
活
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

本
学
で
「
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
室
」
を
主
宰
し
て
、

早
い
も
の
で
五
年
目
に
突
入
し
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
た
時
間
の
中
で
進
め
た
教
育
と
研
究
に
つ
い
て
の
雑

感
を
書
き
留
め
て
み
ま
す
。

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
い
う
と
、
「
小
さ
く
て
難
し
そ

う
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
実
は
我
々
の
日
常
生
活
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
医
療
・
バ
イ
オ
、
材
料
、
I
T
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
い
っ
た
、
政
府
が
重
点
を
置
い
て
い
る
産
業
分
野
の
基
盤

技
術
と
し
て
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。
こ
の
現
状
を
学
生
の
皆
さ
ん
に
伝
え
る
の
が
私
の
教

育
者
と
し
て
の
仕
事
で
す
。
ま
ず
一
年
次
前
期
の
フ
レ
ッ

シ
ュ
マ
ン
ゼ
ミ
と
い
う
入
門
的
講
義
で
、
抗
癌
剤
や
化
粧

品
の
合
成
や
燃
料
電
池
の
開
発
に
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が

使
わ
れ
て
い
る
よ
、
と
い
う
話
を
し
て
ナ
ノ
テ
ク
を
身
近
に

感
じ
て
も
ら
い
ま
す
。
次
に
三
年
次
前
期
の
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
Ⅰ
で
、
物
理
、
化
学
、
生
物
と
い
う
こ
だ
わ
り
か
ら
離

れ
て
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
幅
広
さ
、
奥
深
さ
を
網
羅
的

に
伝
え
て
、
分
野
横
断
的
な
セ
ン
ス
を
楽
し
み
な
が
ら
身

に
つ
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

省
エ
ネ
に
摩
擦
の
軽
減
は
欠
か
せ
な
い

私
は
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
中
で
も
ナ
ノ
力
学
と
い
う

特
殊
な
分
野
、
と
く
に
「
摩
擦
を
極
限
ま
で
ゼ
ロ
に
近
づ

け
る
事
」
を
目
的
と
し
た
先
端
研
究
を
理
論
的
に
進
め
て

い
ま
す
。
摩
擦
の
研
究
が
必
要
と
さ
れ
る
第
一
の
理
由
は
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
で
す
。
摩
擦
で
失
わ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

国
民
総
生
産
（
G
N
P
）
の
約
数
パ
ー
セ
ン
ト
、
十
数
兆
円

に
上
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
摩
擦
の
軽
減
は
燃
料
の
節
約

に
つ
な
が
る
た
め
経
済
問
題
に
大
き
く
寄
与
し
ま
す
。
第

二
の
理
由
は
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
要
請
で
す
。
ナ
ノ
メ
ー

ト
ル
サ
イ
ズ
で
は
摩
擦
の
効
果
が
大
き
く
な
る
の
で
、
作

製
し
た
微
小
機
械
を
動
か
し
て
も
摩
擦
で
止
ま
っ
て
し
ま

う
可
能
性
が
大
き
い
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
摩
擦
研
究
は

産
業
上
不
可
避
の
要
請
と
い
え
ま
す
。

床
に
転
が
る
ビ
ー
玉
か
ら
生
ま
れ
た

大
胆
な
発
想

で
は
、
ど
う
し
た
ら
摩
擦
を
減
ら
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

床
に
ビ
ー
玉
を
ば
ら
ま
い
て
、
そ
の
上
で
板
を
動
か
す
と
滑

り
が
良
く
な
る
事
は
誰
も
が
知
っ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
現

象
を
ナ
ノ
の
世
界
に
持
ち
込
ん
で
み
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
ナ

ノ
の
板
（
鉛
筆
の
芯
と
同
じ
黒
鉛
と
い
う
物
質
）
で
ナ
ノ
の

ビ
ー
玉
（
炭
素
原
子
六
十
個
が
球
体
に
つ
な
が
っ
た
フ
ラ
ー

レ
ン
と
い
う
物

質
）
を
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
状
に
挟

ん
で
滑
ら
せ
る

と
超
低
摩
擦
が

実
現
さ
れ
る
の

で
は
？
と
い
う

シ
ナ
リ
オ
を
考

え
た
の
で
す
（
図

1
）
。
あ
り
が
た

い
こ
と
に
こ
の
着
想
は
成
功

し
、
ナ
ノ
の
ビ
ー
玉
が
滑
っ

た
り
、
振
動
し
た
り
、
転

が
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
摩

擦
が
大
幅
に
減
少
し
た
の
で

す
。
現
在
、
時
計
な
ど
の
精

密
機
器
メ
ー
カ
ー
、
効
率
的

な
エ
ン
ジ
ン
の
動
き
を
志
向

す
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
ス

キ
ー
ワ
ッ
ク
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
複
数
の
メ
ー
カ
ー
が
、
こ
の

材
料
シ
ス
テ
ム
を
潤
滑
油
や
メ
ッ
キ
の
添
加
剤
に
実
用
化
す

る
方
向
で
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。

実
を
い
う
と
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
発
表
し
た
当
初
、
学

会
で
は
「
低
摩
擦
に
な
る
は
ず
が
な
い
」
と
否
定
的
な
反

応
で
し
た
。
で
も
私
は
面
白
か
っ
た
か
ら
続
け
て
、
そ
の

結
果
実
現
に
持
ち
込
み
ま
し
た
。
先
端
研
究
で
大
事
な
の

は
、
何
よ
り
も
先
ず
対
象
を
ど
れ
だ
け
面
白
が
れ
る
か
？

夢
中
に
な
れ
る
か
？
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

常
識
に
囚
わ
れ
な
い
発
想
（
遊
び
心
）
で
未
解
決
の
問
題

に
大
胆
か
つ
謙
虚
に
挑
戦
す
る
こ
と
、
と
い
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
生
ま
れ
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
大
変
だ
け
ど
、
そ
の
方
が
人
生
は
面
白
く
な
る

し
、
夢
中
に
な
っ
て
ひ
ね
り
出
し
た
結
果
が
社
会
の
役
に

立
っ
た
り
、
学
問
そ
の
も
の
の
発
展
に
寄
与
す
る
か
も
し

れ
な
い
。
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
時
間
を
忘
れ
て
夢
中
に

な
れ
る
適
職
を
見
つ
け
て
人
生
を
充
実
さ
せ
て
も
ら
い
た

い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
私
の
思
い
に
共
鳴
し
て
く
れ
た
い
わ
ば
同
志
の

学
生
諸
君
が
研
究
室
に
集
ま
っ
て
き
て
く
れ
る
の
は
嬉
し

い
限
り
で
す
。
私
の
研
究
者
と
し
て
の
姿
勢
が
、
そ
の
ま

ま
学
生
の
皆
さ
ん
の
人
生
に
対
し
て
少
し
で
も
良
き
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
な
る
よ
う
な
教
育
者
で
あ
り
た
い
、
と
思
っ
て
い

ま
す
。

常識にとらわれない発想で、大胆かつ謙虚に挑戦する

図1：超低摩擦研究の最初のアイディア。ナノの板
（黒鉛）でナノのビー玉（フラーレンC60）を挟
んで滑らせるシナリオ。
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